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みのぶ
あなたと町政を結ぶあなたと町政を結ぶ

議会だより



合
併
特
例
債
の
償
還
な
ど
、

今
後
は
公
債
費
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
。
繰
り
上
げ
償
還

の
実
施
な
ど
を
注
視

令
和
５
年
度
決
算
か
ら
事
業
を
検
証
す
る

償
還
が
本
格
化
す
る
公
債
費
の
推
移

し
だ
れ
桜
の
里
、
ゆ
ば
の
里
、

自
然
の
里
、
木
喰
の
里
、
和

紙
の
里
、
ゆ
る
キ
ャ
ン
△
の

里
の
未
来
が
あ
る
も
の
に

町
の
未
来
を
考
え
た
力
の
入

れ
方
・
お
金
の
使
い
方
？

成
果
重
視
で
課
題
を
次
年
度

予
算
に
反
映
が
重
要
だ

上
下
水
道
の
巨
額
繰
入
金
に
つ
い
て

約
５
億
４
千
万
の
巨
額
な
赤

字
の
改
善
は
、
町
民
の
下
水

道
事
業
へ
の
関
心
と
理
解
に

よ
る
加
入
率
上
昇
か
ら

人
口
減
少
が
進
み
地
域
社
会

の
構
造
が
変
化
す
る
中
で
、

住
民
が
抱
え
る
課
題
や
ニ
ー

ズ
の
解
決
に
取
り
組
む

議
員
１３
人
が
注
目
し
た
課
題
と
今
後

『
選
択
と
集
中
』
な
ど
新
陳
代

謝
を
不
断
に
進
め
な
が
ら
、

自
治
体
自
ら
が
稼
ぐ
方
法
も

模
索
す
べ
き
時
で
あ
る

議
長
は
こ
う
斬
る

常
に
住
民
の
声
を
聞
き
、
住

民
の
立
場
で
事
業
の
一
つ
一

つ
を
検
証
す
る

ウ
エ
ダ
の
シ
テ
ン学

童
保
育
の
時
間
延
長
、
若

者
世
帯
・
一
人
親
家
庭
が
安

心
し
て
働
け
る
子
育
て
支
援

策
が
必
要
で
あ
る

山
下
利彦
議員

渡
辺
文子
議員

深
山
光信
議員

昇
議員

佐
野

上
田
孝二
議長

望
月

野
島

佐
野

田
中

伊
藤

広
島

伊
藤

悟良
議員

俊博
議員

知世
議員

一泰
議員

雄波
議員

法明
議員

達美
議員

予
算
を
使
い
切
る
決
算
で
は

な
く
、
適
正
支
出
を
考
慮
し

て
の
決
算
と
思
わ
れ
る
。
今

後
も
そ
の
方
向
性
を
願
う

身
延
山
、
下
部
温
泉
の
歴
史
、

文
化
を
再
発
信
。
ホ
タ
ル
の

生
存
環
境
の
充
実
。
あ
け
ぼ

の
大
豆
の
高
付
加
価
値
化

町
の
予
算
実
行
の
結
果
が
今

日
の
町
の
状
態
で
あ
る
。
将

来
を
見
据
え
た
予
算
、
優
先

順
位
を
考
え
た
予
算
実
現
を

概
ね
健
全
性
が
維
持
さ
れ
て

い
る
財
政
も
、
今
後
各
種
負

担
金
の
増
高
が
見
込
ま
れ
る

た
め
効
率
的
な
財
政
運
営
を

高
齢
者
福
祉
事
業
や
障
害
者

福
祉
事
業
の
事
業
内
容
に
注

目
。
し
っ
か
り
と
寄
り
添
っ

た
事
業
で
あ
る
か
検
証

有
利
な
財
源
確
保
と
適
正
支
出

健
全
財
政
の
維
持
を
！

諸
々
の
里
事
業
の
今
後
と
課
題
を
注
視

町
民
の
視
点
に
立
ち
成
果
重
視
へ
の
転
換

身
延
町
の
魅
力
を
再
考

更
な
る
子
育
て
支
援
の
充
実

生
ま
れ
て
育
っ
て
住
ん
で
良
か
っ
た
町
？

住
民
の
代
弁
者
と
し
て

『
住
民
主
体
の
地
域
活
動
の
支
援
を
』

縮
小
社
会
の
自
治
体
事
業
の
在
り
方
は

高
齢
者
・
障
が
い
者
に
や
さ
し
い
町
に

遠
藤
公久
議員

国民健康保険繰出金

１億４０３９万円

介護保険繰出金

３億３０８９万円

後期高齢者保険繰出金

２億７０７８万円

簡易水道事業繰出金

３億４００９万円

下水道事業繰出金

２億２４０万円

一般会計からの特別会計繰出金

令和６年
第３回定例会
（９月２日～11日）
会期10日間

すべて 原案可決

おもな議案の説明

決算認定１件・専決処分承認１件・条例改正案３件

計画策定案１件・規約変更案１件・補正予算案６件

人事同意案３件・諮問１件・請願１件・発議１件

合計１９議案

認定第１号　令和５年度一般会計歳入歳出決算認定

１４０億４１８３万円

１３０億８８４０万円

　　８億１１６１万円

供給単価　１３３.９８円
給水原価　３８４.８３円
供給単価より、給水原価
が大幅に上回っています
（１㎥あたり）

◇実質収支ってナニ？

ギカイのギモン

歳 入 総 額

歳 出 総 額

実 質 収 支 額

※予定した工事などが何らかの事情で年度内に
終了しないため、残った工事のお金を翌年度に
繰り越して使用する場合があります（予算の繰
越）が、その繰越が必要なお金（繰り越すべき
財源）を差引額（形式収支）から差し引いた差
額が実質収支です。この金額で、黒字・赤字を
判断します。当町は、黒字決算となりました

令和５年度特別会計歳入歳出決算認定

歳 入 総 額

歳 出 総 額

実 質 収 支 額

５２億１８３４万円

４９億５３３４万円

　２億６５００万円

２０会計

一般会計町債額

特別会計町債額

町 債 合 計

町の貯金（基金）と借金（町債）は？

７８億８７８４万円

４０億 ８００万円

１１８億９５８４万円

基 金 合 計 ８１億８７７６万円

介護サービス事業繰出金

２４９万円 

農業集落排水事業等繰出金

１９６２万円

ギカイのギモン ◇供給単価ってナニ？

下水道事業も、使用料金
より、排水処理単価が大
幅に上回っています。低
い接続率（63.4％）が一
因となっています

※供給単価は、水１㎥の料金　料金収入÷年間総有収水量
※給水原価は、１㎥の給水にかかる価格
（総費用－受託工事費＋地方債償還金）÷年間総有収水量

※1万円未満は切り捨て表記

※繰出金とは、特別会計毎に定められた基準に
より算出した金額を、一般会計から繰り出して
特別会計に繰り入れる負担金等経費のことです

◇繰出金ってナニ？
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後期高齢者保険繰出金
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簡易水道事業繰出金
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下水道事業繰出金
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一般会計からの特別会計繰出金

令和６年
第３回定例会
（９月２日～11日）

会期10日間

すべて 原案可決

おもな議案の説明

決算認定１件・専決処分承認１件・条例改正案３件

計画策定案１件・規約変更案１件・補正予算案６件

人事同意案３件・諮問１件・請願１件・発議１件

合計１９議案

認定第１号　令和５年度一般会計歳入歳出決算認定
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供給単価　１３３.９８円
給水原価　３８４.８３円
供給単価より、給水原価
が大幅に上回っています
（１㎥あたり）

◇実質収支ってナニ？

ギカイのギモン

歳 入 総 額

歳 出 総 額

実 質 収 支 額

※予定した工事などが何らかの事情で年度内に
終了しないため、残った工事のお金を翌年度に
繰り越して使用する場合があります（予算の繰
越）が、その繰越が必要なお金（繰り越すべき
財源）を差引額（形式収支）から差し引いた差
額が実質収支です。この金額で、黒字・赤字を
判断します。当町は、黒字決算となりました

令和５年度特別会計歳入歳出決算認定

歳 入 総 額

歳 出 総 額

実 質 収 支 額

５２億１８３４万円

４９億５３３４万円

　２億６５００万円

２０会計

一般会計町債額

特別会計町債額

町 債 合 計

町の貯金（基金）と借金（町債）は？

７８億８７８４万円

４０億 ８００万円

１１８億９５８４万円

基 金 合 計 ８１億８７７６万円

介護サービス事業繰出金

２４９万円 

農業集落排水事業等繰出金

１９６２万円

ギカイのギモン ◇供給単価ってナニ？

下水道事業も、使用料金
より、排水処理単価が大
幅に上回っています。低
い接続率（63.4％）が一
因となっています

※供給単価は、水１㎥の料金　料金収入÷年間総有収水量
※給水原価は、１㎥の給水にかかる価格
（総費用－受託工事費＋地方債償還金）÷年間総有収水量

※1万円未満は切り捨て表記

※繰出金とは、特別会計毎に定められた基準に
より算出した金額を、一般会計から繰り出して
特別会計に繰り入れる負担金等経費のことです

◇繰出金ってナニ？
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身延児童館費

９３３万円

高齢者福祉事業

１億８０８万円

障害者福祉事業

５億７７３万円

バス運行支援事業

９０９３万円

診療所費

１３１４万円

飯富病院負担金

５０７０万円

社会福祉協議会補助金

２７１１万円

学校給食費

１億１９１８万円

学童保育費

２７２４万円

保育事業・民間保育所事業費

３億１７３７万円

飯富病院運営を支える町
負担金。身延町 73.48％、
早川町 26.52％

社会福祉協議会運営費補
助金。社協の歳入の８５％
を占める

小中学校給食調理委託費、
食材費、水道光熱費、清
掃業務、配送経費など、
給食事業にかかる費用

町内公立３園、私立２園の
運営経費委託料、補助金。
町外保育園等に通う２１人
の広域入所負担金等

飯富病院への委託料、
大須成、曙、久那土、
下部、古関各診療所の
光熱費等維持費用

町営バス古関線、身延鰍
沢線、飯富本栖線にかか
る経費、身延町地域公共
交通活性化協議会負担金

医療機関・社会福祉施設

物価高騰重点支援事業

２７７０万円

住民税非課税世帯等

臨時特別給付金事業

１億７０１５万円

敬老祝金、配食サービス、
集落敬老事業補助金、老
人保護措置費など、高齢
者福祉全般にかかる費用

医療機関７、高齢者施設２１、
障害者施設３箇所、私立保育
所２園、合計３３施設が対象

令和５年住民税非課税世帯
が対象。１６１５世帯に10
万円、55 世帯に７万円支
給とその他経費

医療費助成、自立支援医
療給付金、障害児通所支
援給付金等の扶助費や負
担金、助成金等の費用

町内６箇所で運営。小学生
対象。児童２６２人中２０
７人が登録

子育て支援センター。のべ
２０６６人が利用。１８歳
まで利用可能。大半は、乳
幼児とその保護者が利用

議員報酬

４１７４万円

給食センター建設費

２億３９１２万円

スクールバス運行事業

１億２５８３万円

しだれ桜の里づくり事業

４３７７万円

道路橋梁維持費
道路メンテナンス事業費

１億８７６万円

健康増進施設建設費

 １０億８０２０万円

中学校建設費

２３億１７９６万円

道路新設改良費

２億９７６０万円

みのワン事業

３６３万円

植栽管理業務委託、排水施設
整備工事、配布用苗、令和５
年まで総額５億 9589 万円

道路整備工事、のり面工事、
測量業務などの費用。橋梁
の長寿命化事業費用

繰越明許分
設計及び建設工事管理、建設
用地、土壌調査業務など

建設工事・電気・機械設
備工事、ネットワーク工
事費用（繰越明許）

建設工事・管理業務委託、
ネットワーク工事（繰越
明許）、電気機械設備建
設工事費用（逓次繰越）

本町富山橋線改良工事２
億３０５３万円他、道路
舗装・改良工事の費用

清稜小１、下山小４、身延
小４、身延中４、合計 13
路線、スクールタクシー４
路線の運行の委託費用

議員 13 名の報酬、期末
手当、議員年金議員共済
会負担金 807 万円を含
む費用

みのワンを活用したPR
事業費、周知宣伝業務費、
着ぐるみ維持費

健康増進施設運営管理費

４６９９万円

町民価格適用補填、一部
下水道使用料、年間指定
管理料２千万円など、年
間維持管理費用

和紙の里道の駅事業

９４４４万円

道の駅化（令和７年４月）
に向けた改修設計業務、
用地購入費用他

商品券配布事業

５２１６万円

コロナ対応地方創生臨時
交付金事業、町民１人あ
たり５千円の商品券を配
布した費用

令和５年度　決算おもな　　　お金の使いみち
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身延児童館費

９３３万円
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１億８０８万円
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３億１７３７万円

飯富病院運営を支える町
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社会福祉協議会運営費補
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集落敬老事業補助金、老
人保護措置費など、高齢
者福祉全般にかかる費用

医療機関７、高齢者施設２１、
障害者施設３箇所、私立保育
所２園、合計３３施設が対象

令和５年住民税非課税世帯
が対象。１６１５世帯に10
万円、55 世帯に７万円支
給とその他経費

医療費助成、自立支援医
療給付金、障害児通所支
援給付金等の扶助費や負
担金、助成金等の費用

町内６箇所で運営。小学生
対象。児童２６２人中２０
７人が登録

子育て支援センター。のべ
２０６６人が利用。１８歳
まで利用可能。大半は、乳
幼児とその保護者が利用

議員報酬

４１７４万円

給食センター建設費

２億３９１２万円

スクールバス運行事業

１億２５８３万円

しだれ桜の里づくり事業

４３７７万円

道路橋梁維持費
道路メンテナンス事業費

１億８７６万円
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中学校建設費
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道路新設改良費

２億９７６０万円

みのワン事業

３６３万円

植栽管理業務委託、排水施設
整備工事、配布用苗、令和５
年まで総額５億 9589 万円

道路整備工事、のり面工事、
測量業務などの費用。橋梁
の長寿命化事業費用

繰越明許分
設計及び建設工事管理、建設
用地、土壌調査業務など

建設工事・電気・機械設
備工事、ネットワーク工
事費用（繰越明許）

建設工事・管理業務委託、
ネットワーク工事（繰越
明許）、電気機械設備建
設工事費用（逓次繰越）

本町富山橋線改良工事２
億３０５３万円他、道路
舗装・改良工事の費用

清稜小１、下山小４、身延
小４、身延中４、合計 13
路線、スクールタクシー４
路線の運行の委託費用

議員 13 名の報酬、期末
手当、議員年金議員共済
会負担金 807 万円を含
む費用

みのワンを活用したPR
事業費、周知宣伝業務費、
着ぐるみ維持費

健康増進施設運営管理費

４６９９万円

町民価格適用補填、一部
下水道使用料、年間指定
管理料２千万円など、年
間維持管理費用

和紙の里道の駅事業

９４４４万円

道の駅化（令和７年４月）
に向けた改修設計業務、
用地購入費用他

商品券配布事業

５２１６万円

コロナ対応地方創生臨時
交付金事業、町民１人あ
たり５千円の商品券を配
布した費用

令和５年度　決算おもな　　　お金の使いみち

5　No.80 みのぶ議会だより



主な議案をピックアップ主な議案をピックアップ

予算決算常任委員会審査報告書には、

委員会にて決議された附帯決議案１

案が附帯決議として明記された

※詳細はP10参照

委員会附帯決議とは、執行上の意見や要望
を表明する決議。法律上の効果を伴わない

ギカイのギモン
◇附帯決議ってナニ？

衛生費【保健衛生費】の増額

飯富病院負担金（身延町負担分）１億８３７０万円計上

　　　　総額３億１９６３万円　（事業運営に伴う費用）

来年度以降も、高額な負担金が続くのか
ギカイが注目！

議案第８０号令和６年度一般会計補正予算（第４号）
歳入歳出２億６８０７万円追加して

歳入歳出１０１億９５８２万円

―　認定第１号　令和５年度身延町一般会計及び特別会計歳入歳出決算認定について　―

反対 渡辺文子議員
【給食センター調理業務委託費】

今までの給料や労働条件でという約束どおり働いてい
るのか確認が必要。今まで会計年度任用職員であった
が、引き続き働いている方は全員パートタイマーだそ
うである。また給食を今までの方たちが作ってくれる
のに、これまで以上に費用がかかる東京の会社に委託
をしなければならないのが、納得できない

賛成遠藤公久議員

旧給食センターから調理員への就業継続の意向調査を
行い、調理等業務委託契約仕様書を株式会社東洋食品
と取り交わしている。実態調査について、学校教育課
で行われ確認されている。また委託費用のアップは、
最新ドライ方式の採用により、業務責任者、副責任者、
食品衛生管理者、食物アレルギー対応調理員等々、万
全の体制で臨むには必要である経費と認められる

反対 渡辺文子議員
【令和 5年度身延町後期高齢者医療特別会計決算】

23万 9510円の不納欠損が2人、19件、32万 942
0円の収入未済が 6人、24 件である。後期高齢者が
支払いに大変な思いをしている。医療費の窓口負担
２割化では受診抑制も起きている。後期高齢者医療
制度は廃止をして、老人医療制度に戻すべきである

賛成山下利彦議員

団塊の世代が 75 歳に到達し、急激に被保険者数が
伸び続けている。少子高齢化社会で74歳以下の人口
が減少している。現役世代の負担が増加しないよう
に、後期高齢者負担率は２年ごとに見直しされてい
る。山梨県後期高齢者医療広域連合、後期高齢者医
療給付基金３億 8000 万円が投入されるなどして、
保険料率の増加抑制がされた額になっている

反対 渡辺文子議員
【令和５年度身延町介護保険特別会計決算】

経済的理由でサービスを利用できない実態が広がって
いる。家族の介護を理由にした介護離職も高止まりの
まま。介護事業者は深刻な人手不足と低い介護報酬の
もとで経営難が続いている。コロナ禍と物価高騰はこ
うした事態を一層加速させている

賛成佐野　昇議員

超高齢化社会は介護給付に要する費用の増加は避けら
れない。低所得者保険料の高騰抑止のため低所得者保
険料軽減繰入金 2719 万円を含む、合計３億 3089
万円を一般財源より繰り入れ、保険料値上げの抑制の
努力を行い、子どもや孫の世代に負担を残さないよう
にしながら本事業を行った努力が認められる

本会議 討論 討論とは、採決の前にその案件に対して、議員が

賛成か反対かの自己の意見を表明することです
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主な議案をピックアップ主な議案をピックアップ

予算決算常任委員会審査報告書には、

委員会にて決議された附帯決議案１

案が附帯決議として明記された

※詳細はP10参照

委員会附帯決議とは、執行上の意見や要望
を表明する決議。法律上の効果を伴わない

ギカイのギモン
◇附帯決議ってナニ？

衛生費【保健衛生費】の増額

飯富病院負担金（身延町負担分）１億８３７０万円計上

　　　　総額３億１９６３万円　（事業運営に伴う費用）

来年度以降も、高額な負担金が続くのか
ギカイが注目！

議案第８０号令和６年度一般会計補正予算（第４号）
歳入歳出２億６８０７万円追加して

歳入歳出１０１億９５８２万円

教育委員任命・監査委員選任・公平委員選任の同意案／人権擁護委員推薦の諮問

笠井　安秀氏
教育委員（任期 4年）

竹ノ内　強氏
監査委員（任期 4年）

望月　守氏
人権擁護委員（任期 3年）

井上　隆雄氏
公平委員（任期 4年）

　　　　  　       第 3 回　臨 時 会　     令和6年7月11日　主な議案のみ掲載

―　議案第 74号　中富浄化センター電気設備改築工事請負契約について　―
１．契約の目的	 中富浄化センター電気設備改築工事

２．契約の方法	 一般競争入札 (事後審査型 )による契約

３．契 約 金 額	 144,342,000 円

４．契約の相手	 日本電子サービス株式会社　代表取締役　飯田幸人

あの一般質問、その後を追跡
○倒壊等の危険がある火の見やぐらの撤去について

　　　（令和４年6月定例会一般質問者：深山光信）

問

答

【門野】
撤去費用
　297,000円
補 助 金
　198,000円

【夜子沢】
撤去費用
　497,651円
補 助 金
　331,000円

本来の役目を終えている上に、老朽化で災害

時に倒壊等の危険がある火の見やぐらの撤去

について町当局の見解は

近年は１１９番による通報体制や防災行政無

線などが整備され、使用頻度が少なくなって

いる。地元の区や消防団で設置、管理をして

いる。現状を調査し、今後の対応を検討して

いく

火の見やぐら等の解体撤去費

補助率…解体撤去費の3分の２の額

　　　　（限度額500,000円）

消防用資機材整備費等補助金交付要綱

【令和6年3月22日告示第16号】
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財
政
課
関
係

山��

下
利
彦
委
員　

産
業
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
具
体
的
業
務
は
。

答��　

指
定
管
理
者
の
経
営
に
資
す

る
た
め
、
年
２
回
施
設
を
訪
問

し
、
経
営
分
析
や
経
営
に
関
す

る
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
行
っ
て
い

る
。

遠��

藤
公
久
委
員　

繰
上
償
還
に
よ

り
減
債
基
金
残
高
も
減
っ
て
き

て
い
る
が
、
来
年
度
以
降
の
基

金
の
見
通
し
は
。

答��　

公
債
費
の
負
担
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
現
状
か
ら
、
今
後

も
基
金
を
活
用
し
な
が
ら
、
で

き
る
だ
け
繰
上
償
還
を
実
施
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

税
務
課
関
係

遠��

藤
公
久
委
員　

不
納
欠
損
理
由

の
う
ち
、
固
定
資
産
税
無
財
産

分
が
前
年
度
17
件
か
ら
今
年
度

77
件
と
大
幅
に
増
え
て
い
る
が
。

答��　

相
続
人
不
存
在
等
相
続
放
棄

の
事
案
を
調
査
し
、
こ
れ
ま
で

相
続
人
不
明
だ
っ
た
分
を
整
理

し
て
、
相
続
人
不
存
在
と
し
て

不
納
欠
損
し
た
た
め
で
あ
る
。

山��

下
利
彦
委
員　

不
能
欠
損
理
由

の
時
効
と
は
何
年
か
。

答��　

税
に
お
け
る
時
効
は
、
税
務

課
の
調
査
に
よ
り
執
行
停
止
と

な
っ
た
事
案
に
つ
い
て
は
３
年
、

そ
れ
以
外
の
場
合
は
５
年
で
あ

る
。

観
光
課
関
係

深��

山
光
信
委
員　

人
流
計
測
シ
ス

テ
ム
は
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ

て
い
た
か
。

答��　

人
流
デ
ー
タ
で
は
、
来
訪
者

の
人
数
、
居
住
地
、
性
別
、
年

代
を
は
じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
属
性
が
解
る
た
め
、
デ
ー
タ

を
参
考
に
し
て
観
光
施
策
に
反

映
で
き
る
。
観
光
DX
の
取
組
み

の
一
つ
に
な
る
。
分
析
検
証
し

た
デ
ー
タ
は
、
関
係
団
体
等
へ

も
参
考
資
料
と
し
て
提
供
し
て

い
る
。

佐��

野
知
世
委
員　

一
色
ホ
タ
ル
の

里
駐
車
場
管
理
費
の
委
託
料
、

使
用
料
、
賃
借
料
の
内
容
と
警

備
に
つ
い
て
。

答��　

除
草
作
業
委
託
と
民
地
部
分

の
借
地
料
に
案
内
看
板
の
土
地

借
地
料
で
あ
る
。
ま
た
、
観
光

宣
伝
事
業
費
の
委
託
料
か
ら
警

備
会
社
へ
警
備
を
委
託
し
て
い

る
。

総
務
課
関
係

佐��

野
昇
副
委
員
長　

総
務
管
理
費

の
一
般
管
理
費
の
報
償
費
は
。

答　

区
長
、
組
長
の
報
酬
で
あ
る
。

土
地
対
策
課
関
係

遠��

藤
公
久
委
員　

地
籍
調
査
の
登

記
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
の
分

析
と
対
策
は
。

答��　

現
地
調
査
結
果
の
一
部
が
未

同
意
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
要

因
で
あ
る
。
主
に
公
共
施
設
の

用
地
に
関
す
る
同
意
に
つ
い
て

で
、
各
機
関
の
担
当
と
慎
重
に

協
議
・
調
整
し
な
が
ら
進
め
て

い
る
。

交
通
防
災
課
関
係

渡��

辺
文
子
委
員　

下
部
第
１
分

団
第
５
部
の
現
詰
所
が
国
道

３
０
０
号
線
沿
い
に
あ
る
が
、

建
替
え
予
定
地
が
下
部
町
民
体

育
館
近
く
に
な
っ
た
の
は
。

答��　

３
０
０
号
線
沿
い
で
用
地
選

定
し
た
が
、
土
地
所
有
者
の
了

承
が
得
ら
れ
ず
現
在
の
予
定
地

に
決
ま
っ
た
。

町
民
課
関
係

遠��

藤
公
久
委
員　

個
人
番
号
カ
ー

ド
交
付
事
務
費
補
助
金
が
前
年

度
と
比
較
し
増
額
に
な
っ
て
い

る
が
、
補
助
対
象
は
。

答��　

補
助
金
の
対
象
は
、
交
付
事

務
に
関
す
る
人
件
費
や
事
務
費

で
、
本
年
度
は
交
付
事
務
専
任

の
会
計
年
度
任
用
職
員
１
名
を

採
用
し
た
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

渡��

辺
文
子
委
員　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
を
推
奨
し
て
い
る
が
成

果
は
。

答��　

町
内
の
使
用
割
合
は
、
85.1
％

で
県
全
体
の
80.9
％
よ
り
高
い
水

準
で
あ
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

渡��

辺
文
子
委
員　

補
正
で
保
険
料

を
か
な
り
減
額
し
て
い
る
が
。

答��　

保
険
料
は
、
当
年
度
を
基
に

推
測
さ
れ
る
被
保
険
者
数
で
予

算
計
上
を
す
る
が
、
被
保
険
者

数
の
減
少
や
所
得
の
減
少
等
に

常任委員会レポート
委員会は、議会に提出された議案などを、集中的に審査するために設置され
た議会の内部機関です。常任委員会では、付託された議案について、質疑等
により所管課から説明を受け、審査を行ないます。
審査が終わると採決が行われ、委員会としての賛否が決定し、再び本会議で
の議題となります。ここでは、その審査内容を掲載しています。
※委員会で質問された内容のすべてが掲載されているわけではありません

常
任
委
員
会

総務産業建設常任委員会

教育厚生常任委員会

予算決算常任委員会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

委
員
長

　

伊
藤
雄
波

▼
認
定
第
１
号

令
和
５
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

市之瀬消防詰所
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答　

旧
合
併
特
例
事
業
債
を
活

用
し
て
創
成
し
た
基
金
で
あ

り
、
使
い
道
に
は
制
限
が
あ
る
。

ハ
ー
ド
事
業
に
は
使
う
こ
と
が

出
来
ず
、
ソ
フ
ト
事
業
の
み
充

当
が
出
来
る
。
新
町
の
ま
ち
づ

く
り
に
資
す
る
よ
う
な
ソ
フ
ト

事
業
に
対
し
て
充
当
で
き
る
。

渡
辺
文
子
委
員　

給
食
調
理
員
の

直
営
時
と
民
間
委
託
後
の
賃
金

水
準
を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

答　

勤
務
形
態
に
よ
り
勤
務
時
間

が
一
律
で
は
な
い
た
め
、
時
給

換
算
で
比
較
し
た
場
合
、
直
営

時
の
賃
金
水
準
を
超
え
て
い
る

賃
金
で
支
払
わ
れ
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
て
い
る
。

身
延
支
所
関
係

佐
野
昇
副
委
員
長　

門
野
の
湯
の

レ
ジ
オ
ネ
ラ
属
菌
検
出
に
つ
い

て
保
健
所
の
改
善
指
導
は
。

答　

保
健
所
へ
報
告
し
た
当
日
に

立
ち
入
り
調
査
が
あ
り
、
改
善

指
導
を
受
け
た
。
そ
の
後
の
再

検
査
で
菌
が
出
な
い
こ
と
を
確

認
し
、
経
過
報
告
書
及
び
業
務

改
善
報
告
書
を
提
出
し
た
。

建
設
課
関
係

望
月
悟
良
委
員　

全
国
で
は
、
道

路
橋
梁
長
寿
命
化
工
事
が
進
ん

で
い
な
い
と
の
報
道
が
あ
る
が

整
備
状
況
は
。

を
年
２
回
開
催
、
ま
た
学
校
へ

の
巡
回
訪
問
の
際
に
は
、
町
保

健
師
も
参
加
し
、
情
報
交
換
し

連
携
を
と
っ
て
い
る
。

福
祉
保
健
課
関
係

伊
藤
達
美
委
員　

予
防
費
負
担
金

に
関
連
し
て
、
令
和
５
年
度
飯

富
病
院
の
最
終
的
な
損
益
は
い

く
ら
か
、
赤
字
の
場
合
は
ど
の

よ
う
に
補
填
さ
れ
る
の
か
。
財

務
関
係
書
類
を
後
日
提
出
さ
れ

た
い
。

答　

飯
富
病
院
議
会
が
９
月
末
に

行
わ
れ
る
の
で
現
時
点
で
は
把

握
し
て
い
な
い
。

介
護
保
険
特
別
会
計

渡
辺
文
子
委
員　

介
護
医
療
院
と

は
ど
う
い
う
施
設
か
。
２
人
利

用
し
て
い
る
が
ど
こ
の
施
設
か
。

答　

医
療
ニ
ー
ズ
の
あ
る
要
介
護

者
の
生
活
を
、
医
療
と
介
護
で

支
え
る
役
割
を
担
う
施
設
で
、

県
内
に
３
施
設
あ
る
。
甲
府
市

の
城
東
病
院
と
箭
本
外
科
整
形

外
科
院
を
利
用
し
て
い
る
。

学
校
教
育
課
関
係

伊
藤
達
美
委
員　

ま
ち
づ
く
り
振

興
基
金
の
支
出
の
条
件
や
、
ど

ん
な
こ
と
に
使
わ
れ
て
い
る
の

か
、
財
政
課
に
質
問
す
る
。
基

金
の
支
出
に
つ
い
て
基
準
は
あ

る
の
か
。

域
活
性
化
や
観
光
交
流
を
図
る

活
動
を
行
っ
て
い
る
。
構
成
員

は
５
名
で
あ
る
。

佐
野
知
世
委
員　

出
会
い
の
機
会

を
つ
く
る
事
業
の
実
施
状
況
と

予
算
措
置
は
。

答　

婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
民
間
事
業

者
の
「
山
梨
恋
活
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
」
に
委
託
し
実
施
し
て
い

る
。
予
算
は
結
婚
出
産
支
援
事

業
費
の
委
託
料
に
計
上
し
て
い

る
。

子
育
て
支
援
課
関
係

遠
藤
公
久
委
員　

町
内
保
育
所
に

お
い
て
、
受
入
れ
て
い
る
町
外

在
住
園
児
数
の
内
訳
は
。

答　

広
域
受
託
の
状
況
は
、
南
ア

ル
プ
ス
市
６
人
・
市
川
三
郷
町

１
人
・
富
士
川
町
４
人
・
南
部

町
６
人
・
昭
和
町
１
人
・
早
川

町
１
人
・
甲
府
市
１
人
合
計
20

人
で
あ
る
。

遠
藤
公
久
委
員　

幼
児
期
の
発
達

支
援
に
つ
い
て
、
小
学
校
に
入

学
し
て
卒
園
児
の
フ
ォ
ロ
ー
と

説
明
に
あ
っ
た
が
、
学
校
職
員

と
の
連
携
と
は
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
内
容
か
。

答　

保
育
士
、
町
職
員
、
福
祉
関

係
機
関
、
養
護
教
諭
も
含
め
学

校
職
員
、
各
関
係
機
関
に
お
い

て
発
達
支
援
に
関
す
る
協
議
会

令
に
則
っ
て
所
定
の
処
理
が
行

わ
れ
て
い
る
か
。

答　

各
分
会
へ
法
令
順
守
を
徹
底

す
る
よ
う
通
知
し
て
い
る
。

企
画
政
策
課
関
係

田
中
一
泰
委
員　

田
舎
暮
ら
し
体

験
施
設
の
使
用
に
つ
い
て
、
現

在
２
棟
だ
が
施
設
を
増
や
す
考

え
は
。

答　

２
棟
は
老
朽
化
が
激
し
い
た

め
、
施
設
の
状
態
や
利
用
希
望

者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
中
で

総
合
的
に
判
断
す
る
が
、
現
時

点
で
は
増
や
す
か
否
か
は
決

ま
っ
て
い
な
い
。

深
山
光
信
委
員　

活
力
あ
る
住
み

よ
い
町
づ
く
り
事
業
補
助
金
の

中
で
、
ア
ラ
ユ
イ
に
つ
い
て
説

明
を
。

答　

湯
之
奥
で
地
域
住
民
と
外
部

か
ら
の
人
材
が
一
緒
に
な
っ
て

新
し
い
団
体
を
立
ち
上
げ
、
地

域
で
昔
か
ら
行
っ
て
い
た
手
作

り
の
製
茶
を
復
活
さ
せ
て
、
地

よ
り
減
額
補
正
が
必
要
と
な
っ

た
。

産
業
課
関
係

遠
藤
公
久
委
員　

地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
雇
用
形
態
に
直
接
雇
用

型
と
委
託
契
約
型
が
あ
る
が
、

使
い
分
け
メ
リ
ッ
ト
と
導
入
基

準
は
。

答　

直
接
雇
用
型
は
町
の
仕
事
に

近
い
業
務
を
担
っ
て
も
ら
う
、

委
託
契
約
型
は
、
自
由
度
が
高

く
、
業
務
仕
様
を
示
し
て
協
力

隊
の
自
由
な
発
想
で
業
務
を
遂

行
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

佐
野
昇
副
委
員
長　

中
山
間
地
域

等
直
接
支
払
交
付
金
は
、
申
請

に
よ
る
も
の
か
、
あ
る
い
は
毎

年
定
額
の
支
給
か
。

答　

毎
年
の
申
請
で
、
令
和
５
年

度
に
５
年
間
の
協
定
が
終
了
し
、

令
和
７
年
度
に
再
度
協
定
が
必

要
で
あ
る
。

遠
藤
公
久
委
員　

新
規
就
農
者
育

成
総
合
対
策
補
助
金
２
名
分
の

交
付
に
係
る
確
認
方
法
と
頻
度

は
。

答　

年
に
１
回
程
度
の
現
地
調

査
・
書
類
審
査
や
随
時
行
う
面

談
・
農
業
日
誌
に
よ
り
確
認
し

て
い
る
。

伊
藤
達
美
委
員　

有
害
鳥
獣
捕
獲

奨
励
金
に
掛
か
る
税
金
等
は
法
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★��

委
員
会
の
採
決
時
に
、【
議
案

第
80
号
令
和
６
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）
に
関
す

る
附
帯
決
議
案
が
提
出
さ
れ
た
。

　

��

尚
、
附
帯
決
議
案
に
対
し
て
委

員
会
で
は
、
全
会
一
致
で
賛
成

し
た
。

▼��

附
帯
決
議　

４
款
衛
生
費
、
１

項
保
健
衛
生
費
、
２
目
予
防

費
、
18
節
負
担
金
、
補
助
及
び

交
付
金
、
細
目
５
そ
の
他
予
防

費(

福
祉
保
健
課
所
管)

飯
富

病
院
負
担
金
１
億
８
３
７
０
万

円
の
計
上(

一
般
財
源)

に
つ

い
て
、
予
算
執
行
に
あ
た
り
赤

答��　

市
之
瀬
地
内
、
町
道
大
道
市

之
瀬
線
の
昨
年
度
施
工
箇
所
の

続
き
で
あ
る
。

生
涯
学
習
課
関
係

広��

島
法
明
委
員　

ス
ポ
ー
ツ
振
興

事
業
費
の
補
助
金
内
容
は
。

答��　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
が
埼
玉
県
で
開
催
さ
れ
る

全
日
本
小
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
へ
出
場
す
る
た
め
の
旅
費

の
補
助
で
あ
る（
総
勢
15
名
分
）。

遠��

藤
公
久
委
員　

今
後
も
飯
富
病

院
へ
の
負
担
金
を
支
出
し
て
い

く
と
財
政
の
硬
直
化
が
懸
念
さ

れ
る
。
執
行
部
は
病
院
側
と
折

衝
す
る
中
で
抜
本
的
な
経
営
改

善
が
見
え
る
資
料
の
提
出
を
求

め
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
病
院
経

営
の
外
部
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の

招
聘
な
ど
そ
の
点
も
含
め
折
衝

し
て
ほ
し
い
。

答��　

令
和
７
年
度
当
初
予
算
に
向

け
て
病
院
側
と
折
衝
す
る
中
で
、

し
っ
か
り
伝
え
要
望
し
て
い
く
。

建��

設
課
関
係

佐��

野
昇
副
委
員
長　

西
嶋
残
土
処

理
場
の
整
備
工
事
の
内
容
は
。

答��　

平
成
27
年
に
林
道
富
士
見
山

線
で
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
、

そ
の
崩
落
土
量
の
残
土
処
理
場

と
し
て
運
用
し
て
い
る
。
今
後

の
管
理
に
向
け
て
の
盛
土
法
面

の
整
形
、
植
生
、
水
路
等
の
整

備
工
事
で
あ
る
。

田��

中
一
泰
委
員　

土
地
改
良
事
業

等
施
設
改
修
補
助
金
は
。

答��　

農
事
組
合
等
に
対
し
農
業
用

の
水
路
等
の
改
修
、
修
理
に
要

す
る
費
用
の
８
割
を
補
助
す
る

事
業
で
あ
る
。

環
境
課
関
係

渡��

辺
文
子
委
員　

不
法
投
棄
防
止

柵
設
置
工
事
の
施
工
箇
所
は
。

は
３
件
で
、
い
ず
れ
も
10
年
以

上
の
滞
納
で
あ
る
。

施
設
整
備
課
関
係

佐��

野
昇
副
委
員
長　

旧
身
延
中
学

校
跡
地
に
つ
い
て
、
将
来
的
な

利
用
目
的
や
構
想
は
あ
る
か
。

答��　

今
年
度
は
用
地
を
確
定
し
所

有
者
を
調
査
す
る
た
め
、
今
現

在
、
土
地
利
用
は
決
ま
っ
て
い

な
い
。

福
祉
保
健
課
関
係

伊��

藤
達
美
委
員　

飯
富
病
院
の
負

担
金
に
つ
い
て
、
企
業
会
計
を

適
用
し
て
い
る
以
上
、
損
益
決

算
書
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計

算
書
等
財
務
諸
表
が
あ
っ
て
然

る
べ
き
で
あ
る
。
病
院
に
要
望

を
。

答��　

飯
富
病
院
に
要
望
が
あ
っ
た

こ
と
を
伝
え
る
。

答��　

避
難
経
路
等
に
係
る
橋
梁
は

耐
震
化
整
備
済
み
で
あ
る
。
修

繕
補
修
橋
梁
に
つ
い
て
は
、
毎

年
５
橋
程
を
行
っ
て
お
り
約
40

橋
が
整
備
済
み
で
あ
る
。

環
境
課
・
上
下
水
道
課
関
係

山��

下
利
彦
委
員　

一
般
会
計
繰
出

金
に
つ
い
て
、
今
後
も
人
口
減

少
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
維
持
管

理
費
用
の
財
源
確
保
に
あ
た
り

水
道
料
の
改
定
が
必
要
と
考
え

る
が
。

答��　

改
定
に
つ
い
て
は
、
令
和
６

年
度
の
歳
入
歳
出
を
確
認
す
る

中
で
必
要
か
検
討
し
て
い
き
た

い
。

下
水
道
事
業
特
別
会
計

渡��

辺
文
子
委
員　

下
部
下
水
道
事

業
使
用
料
の
過
年
度
分
収
入
が

な
い
の
は
何
故
か
。

答��　

対
象
件
数
は
１
件
で
、
既
に

自
己
破
産
し
て
納
付
で
き
な
い

た
め
で
あ
る
。

税
務
課
関
係

深��

山
光
信
委
員　

旅
費(

宿
泊

費)

増
額
の
滞
納
者
訪
問
日
程

と
滞
納
件
数
及
び
期
間
は
。

答��　

９
月
補
正
可
決
後
の
10
月
頃

を
予
定
し
て
い
る
。
滞
納
件
数

▼
議
案
第
80
号

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

(

第
４
号)

旧身延中学校跡地

不法投棄防止柵

身延ソフトボール教室 BSSA
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子
育
て
支
援
課
・
福
祉
保
健
課
関
係

渡��

辺
文
子
委
員　

マ
イ
ナ
保
険
証

に
つ
い
て
、
12
月
２
日
か
ら
１

年
間
「
資
格
確
認
書
」
が
発
行

さ
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
１
年

後
は
ど
う
な
る
の
か
。
ま
た
、

手
続
き
は
強
制
で
は
な
い
と
聞

い
て
い
る
が
、
町
は
ど
う
捉
え

る
の
か
。　

答��　
「
子
育
て
支
援
医
療
費
助
成
」

「
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
」

「
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助

成
」
の
３
事
業
に
保
険
情
報
が

必
要
と
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、

対
象
者
に
は
マ
イ
ナ
保
険
証
の

利
用
を
推
進
し
て
い
く
。

渡��

辺
文
子
委
員　

強
制
で
は
な
い

た
め
従
わ
な
い
と
い
う
町
民
が

い
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
状
況

に
な
る
の
か
。

答��　

マ
イ
ナ
保
険
証
の
発
行
は
、

町
民
課
が
所
管
と
な
る
。
マ
イ

ナ
保
険
証
の
手
続
き
を
行
わ
な

い
方
に
は
「
資
格
確
認
書
」
が

発
行
さ
れ
る
。
本
町
で
は
来
年

７
月
に
１
年
間
の
期
間
で
一
斉

発
行
す
る
。
国
は
最
長
５
年
間

は
発
行
す
る
と
し
て
い
る
。
そ

れ
以
降
は
、
国
に
お
い
て
検
討

中
で
あ
る
。
今
後
の
状
況
を
見

な
が
ら
町
で
も
適
切
な
対
処
を

し
て
い
く
。

生
涯
学
習
課
関
係

佐��

野
昇
議
員　

幼
児
の
体
験
料
金

の
設
定
が
あ
る
が
、
小
さ
い
子

供
に
砂
金
採
り
が
で
き
る
の
か
。

ま
た
、
１
回
分
の
体
験
時
間
設

定
は
条
例
改
正
に
合
わ
せ
て
設

定
す
る
の
か
。

答��　

未
就
学
児
の
子
供
に
つ
い
は
、

砂
金
採
り
体
験
が
で
き
る
よ
う

な
ら
親
御
さ
ん
に
も
確
認
し
料

金
を
頂
い
て
い
る
。
体
験
時
間

に
つ
い
て
は
、
現
行
も
１
回
30

分
で
設
定
し
て
い
る
。

答��　

計
画
は
辺
地
ご
と
に
作
成
す

る
た
め
、
異
な
る
辺
地
で
事
業

を
実
施
す
る
場
合
に
は
、
そ
の

都
度
５
年
間
の
辺
地
計
画
を
策

定
す
る
。

山��

下
利
彦
副
委
員
長　

辺
地
債
に

は
上
限
額
は
あ
る
の
か
。

答��　

町
で
要
望
す
る
際
の
上
限
額

は
な
い
が
、
国
の
予
算
が
県
に

配
分
さ
れ
、
県
か
ら
各
市
町
村

に
配
分
さ
れ
る
た
め
、
他
市
町

村
の
事
業
額
に
よ
っ
て
は
、
要

望
し
た
満
額
が
起
債
で
き
る
と

は
限
ら
な
い
。

渡��

辺
文
子
議
員　

辺
地
度
点
数
の

計
算
方
法
は
。
100
点
が
満
点
か
。

答��　

公
共
施
設
、
駅
、
停
留
所
等

か
ら
距
離
が
あ
る
ほ
ど
点
数
が

増
え
、
100
点
以
上
と
な
っ
た
場

合
に
辺
地
と
な
る
。
100
点
は
満

点
で
は
な
く
、
辺
地
と
な
る
下

限
の
点
数
で
あ
る
。

い
た
。
排
水
の
問
題
は
根
本
的

な
解
決
が
さ
れ
た
の
か
。

答��　

根
本
的
な
解
決
は
さ
れ
て
い

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
指
定
管

理
者
が
工
夫
し
、
タ
ン
ク
に
溜

め
て
ボ
カ
シ
に
使
う
と
い
っ
た

方
法
を
と
り
、
近
隣
に
迷
惑
を

か
け
な
い
運
用
で
ケ
ア
し
て
い

る
状
況
。
次
の
指
定
管
理
期
間

の
中
で
市
之
瀬
味
噌
加
工
所
の

機
能
は
道
の
駅
し
も
べ
に
集
約

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

渡��

辺
文
子
議
員　

洗
っ
た
も
の
が

排
水
溝
を
伝
っ
て
外
部
に
流
れ

出
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
大
丈

夫
か
。

答��　

指
定
管
理
者
が
外
に
あ
る
グ

リ
ス
ト
ラ
ッ
プ
も
掃
除
し
て
い

る
の
で
問
題
な
い
と
認
識
し
て

い
る
。

財
政
課
関
係

山��

下
利
彦
副
委
員
長　

辺
地
債
は

辺
地
内
の
他
の
施
設
に
も
活
用

で
き
る
の
か
。

答��　

起
債
対
象
事
業
で
あ
れ
ば
活

用
で
き
る
。

山��

下
利
彦
副
委
員
長　

辺
地
計
画

の
５
年
間
は
今
回
の
計
画
の
ま

ま
か
。

字
経
営
に
至
っ
た
原
因
の
分
析

と
今
後
３
年
間
の
経
営
改
善
及

び
財
務
強
化
計
画
の
明
示
を
求

め
る
も
の
で
あ
る
。

産
業
課
関
係

佐��

野
昇
委
員　

利
用
料
金
を
改
定

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
く

ら
い
の
使
用
頻
度
が
あ
る
の
か
、

ま
た
利
用
者
の
年
齢
層
は
。

答��　

令
和
５
年
度
は
57
釜
だ
っ
た
。

実
際
の
稼
働
は
１
月
か
ら
３
月

ま
で
の
間
で
年
齢
層
は
高
齢
者

が
多
く
、
利
用
者
数
は
１
３
０

人
ほ
ど
で
あ
る
。

渡��

辺
文
子
議
員　

町
内
の
お
年
寄

り
が
楽
し
み
で
取
り
組
ん
で
い

る
。
こ
の
値
上
げ
幅
を
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

答��　

複
数
人
で
１
釜
を
仕
込
む
形

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

大
勢
で
仕
込
ん
で
も
同
一
料
金

の
た
め
、
そ
こ
ま
で
大
き
な
負

担
と
は
考
え
て
い
な
い
。

渡��

辺
文
子
議
員　

施
設
は
排
水
の

問
題
が
あ
っ
て
閉
鎖
す
る
と
聞

総
務
産
業
建
設

　
　
　
　
　

常
任
委
員
会

委
員
長　

伊
藤
達
美

▼
議
案
第
76
号

身
延
町
市
之
瀬
味
噌
加
工
所
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▼
議
案
第
78
号

身
延
町
和
田
辺
地
総
合
整
備
計

画
に
つ
い
て

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長　

田
中
一
泰

▼
議
案
第
75
号

身
延
町
甲
斐
黄
金
村
・
湯
之
奥
金
山

博
物
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

▼
議
案
第
77
号

身
延
町
個
人
番
号
の
利
用
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

和田原地内

砂金採り体験
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一　般　質　問一　般　質　問
一般質問とは、議員が町の一般事務に対してその執行の状況又は将来の方針、政策
的提言や行政の課題などを執行者に直接質すことです。また、執行者の所見や施策
について報告を求めたり問い質したりすることもあります。質問の範囲は、町の行
財政全般（公共事務、団体委任事務、行政事務の一切を含む）のほか、地域で住民
生活に密接している事項など多岐にわたっています。

※ここに掲載の順位は質問の通告順によります。
※紙面の関係上、内容は質問者が要約し掲載しています。すべての項目は各議員の一般質問のページのQRコード
　からYouTube にアクセスしてご覧ください。下記は過去のYouTube の映像の静止画です。

１　山下利彦　議員………………13ページ
①　峡南南部地域の医療・介護体制について
②　道の駅西嶋和紙の里の指定管理事業について
③　少子化対策の結婚支援の必要性とあり方につ
　　いて
④　県下で有数な立派な校舎に似合う身延教育につ
　　いて
⑤　「消滅可能性のある町」から「消滅しない町」へ
　　の住宅政策について

２　伊藤達美　議員………………14ページ
①　あけぼの大豆振興に関連する組織体のあり方につ
　　いて
②　負担金、補助金の支出基準の明確化について
③　組合立飯富病院の経営に関する問題点について
④　ふるさと創生が始まって 10 年が経過したが本町
　　の取り組みに対する評価は

３　遠藤公久　議員………………15ページ
①　リニューアルしたゆばの里について
②　中学生の部活動地域移行を含むスポーツ環境の改
　　善について
③　本町のふるさと納税について
④　今年度の区要望の取り扱いについて

４　佐野　昇　議員………………16ページ
①　総合戦略推進について
②　和紙の里、収支計画について
③　自然の里、附帯決議について

５　渡辺文子　議員………………17ページ
①　水田活用直接支払交付金について
②　訪問介護事業所に対しての支援を
③　病児・病後児保育について
④　安全な水道水について

６　伊藤雄波　議員………………18ページ
①　富士川流域の活性化について
②　山梨県・地震防災訓練について
③　ヘルシースパサンロードしもべの湯での朝市につ
　　いて
④　身延ユナイテッドSCへのサポートについて
⑤　小中学生の登下校時における熱中症対策について
⑥　道の駅西嶋和紙の里紙漉きパークのトイレにつ
　　いて

〇一般質問傍聴人数
　16人の皆様が熱心に傍聴されました。お忙
しい中、傍聴頂きありがとうございました。次
の定例会は令和6年12月に開催予定です。どな
たでも傍聴できます。議会の傍聴にぜひお越し
下さい。詳細日程は議会情報のウェブサイト等
でお知らせ致します。

　　　　　　議会情報サイト→

9月3日 6 人登壇9月3日 6 人登壇
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問��　

令
和
６
年
６
月
末
に
峡
南
ケ

ア
ホ
ー
ム
い
い
と
み
の
介
護

ベ
ッ
ド
54
床
全
て
が
閉
鎖
さ
れ
、

入
所
し
て
い
た
地
元
住
民
が
他

施
設
に
追
い
や
ら
れ
た
。
こ
れ

は
公
的
施
設
の
あ
る
べ
き
姿
で

は
な
い
。
老
健
施
設
の
ベ
ッ
ド

を
閉
鎖
し
た
原
因
は
何
か
。

福��
祉
保
健
課
長　

54
床
全
て
が
閉

鎖
さ
れ
、
地
元
住
民
が
他
施
設

に
追
い
や
ら
れ
た
事
実
は
な
く
、

入
所
者
数
を
縮
小
し
運
営
し
て

い
る
。
縮
小
の
理
由
は
、
施
設

の
老
朽
化
が
深
刻
で
改
修
費
用

が
約
９
億
７
３
０
０
万
円
か
か

る
上
、
空
調
施
設
の
故
障
が
原

因
だ
と
考
え
る
。

再��

質
問　

答
弁
の
最
大
の
問
題
は
、

９
億
７
３
０
０
万
円
の
修
繕
費

の
提
示
の
仕
方
、
捉
え
方
だ
。

こ
の
金
額
は
全
て
の
施
設
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
場
合
の
も
の

で
、
入
札
も
せ
ず
設
計
会
社
か

ら
の
提
示
金
額
を
積
み
上
げ
た

金
額
で
あ
り
、
こ
の
金
額
を
盾

に
空
調
施
設
の
修
繕
を
行
わ
ず
、

ベ
ッ
ド
閉
鎖
を
し
て
し
ま
っ
た

こ
と
だ
。
今
ま
で
施
設
の
老
朽

化
に
対
し
て
は
優
先
順
位
を
付

け
修
繕
を
繰
り
返
し
行
っ
て
来

た
と
考
え
る
。

福��

祉
保
健
課
長　
「
入
札
も
せ
ず
」

と
の
指
摘
だ
が
、
予
算
と
し
て

９
億
７
３
０
０
万
円
を
確
保
し

な
け
れ
ば
入
札
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
事
務
部
長
ま
で
務
め

た
山
下
議
員
は
、
修
繕
を
繰
り

返
し
行
っ
て
来
た
と
言
っ
て
い

る
が
、
施
設
改
修
の
た
め
の
基

金
の
積
み
立
て
や
財
源
を
確
保

す
る
こ
と
な
く
、
計
画
的
に
改

修
を
実
施
し
て
こ
な
か
っ
た
結

果
が
今
回
の
膨
大
な
改
修
費
用

に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
る
。

問��　

西
嶋
和
紙
の
里
を
道
の
駅
に

す
る
た
め
、
指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
し
、
総
額
８
億
４
千
万

円
の
巨
費
を
投
じ
る
計
画
だ
。

令
和
３
年
12
月
議
会
の
答
弁
会

議
録
に
は
「
道
の
駅
し
も
べ
と

道
の
駅
み
の
ぶ
が
あ
る
た
め
、

新
た
な
道
の
駅
は
検
討
し
な

い
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
今

回
の
道
の
駅
事
業
は
何
を
基
準

に
進
め
て
い
る
の
か
。

生��

涯
学
習
課
長　

中
部
横
断
自
動

車
道
か
ら
直
接
利
用
で
き
る
道

の
駅
の
設
置
は
困
難
で
あ
る
と

い
う
内
容
で
あ
り
、
町
内
に
道

の
駅
を
設
置
し
な
い
方
針
を
立

て
た
訳
で
は
な
い
。

問��　

総
工
事
費
32
億
円
の
巨
費
を

投
じ
て
県
下
で
も
有
数
な
立
派

な
中
学
校
が
完
成
し
た
が
生
徒

数
は
10
年
後
に
100
人
を
割
る
。

一
方
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
普

及
し
、
よ
り
良
い
教
育
環
境
を

求
め
て
子
育
て
世
代
の
教
育
移

住
が
目
立
っ
て
い
る
。
地
域
の

担
い
手
と
し
て
の
自
覚
を
高
め

る
た
め
、
学
校
は
地
域
や
社
会

に
広
く
開
か
れ
て
い
な
け
れ

ば
教
育
機
能
は
発
揮
で
き
な
い
。

子
供
の
多
様
性
を
育
て
る
「
障

害
者
支
援
学
級
」
の
併
設
な
ど

も
特
色
あ
る
教
育
環
境
だ
。
県

内
外
の
生
徒
、
保
護
者
の
注
目

を
誘
い
教
育
移
住
に
繋
が
る
特

色
あ
る
身
延
教
育
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

教��

育
長　

入
学
支
度
金
の
支
給
、

給
食
費
の
全
額
補
助
な
ど
、
保

護
者
の
負
担
軽
減
策
は
全
国
に

も
誇
れ
る
内
容
だ
。
英
語
教
育

と
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
推
進
し
、「
個

別
最
適
な
学
び
」
と
「
協
働
的

な
学
び
」
の
実
現
に
向
け
研
究

を
重
ね
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に

活
躍
す
る
人
材
の
育
成
に
力
点

を
置
い
て
い
る
。

問��　

６
月
議
会
で
千
葉
県
睦
沢
町

の
人
口
減
少
対
策
と
し
て
住
宅

政
策
の
成
功
事
例
を
紹
介
し
、

本
町
で
の
取
り
組
み
を
要
望
し

た
。
こ
の
事
業
を
一
歩
進
め
た

の
は
睦
沢
町
長
の
「
民
間
が
や

ら
な
い
の
な
ら
私
た
ち
が
や
ろ

う
。」
の
一
言
で
あ
り
、
家
賃

を
20
年
間
払
い
続
け
れ
ば
自
分

の
持
ち
家
に
な
る
と
い
う
ア
イ

デ
ア
も
生
ま
れ
た
。
教
育
移
住

に
も
関
係
し
、
さ
ら
に
中
部
横

断
自
動
車
道
の
効
果
も
利
用
し

た
住
宅
政
策
は
、身
延
町
が「
消

滅
し
な
い
町
」
へ
転
換
で
き
る

政
策
と
考
え
る
が
町
長
の
考
え
は
。

町��

長　

民
間
事
業
者
か
ら
の
懸
念

材
料
は
「
山
梨
県
で
は
賃
貸
住

宅
の
ニ
ー
ズ
が
他
県
に
比
べ
低

く
、
土
地
を
購
入
し
、
一
戸
建

て
を
建
て
る
傾
向
が
強
い
」
と

の
こ
と
で
、
令
和
５
年
度
に
身

延
町
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
整
備

事
業
へ
の
民
間
事
業
者
の
参
入

に
つ
い
て
の
説
明
会
の
参
加
募

集
を
行
っ
た
が
、
申
込
者
が
な

か
っ
た
。
今
後
も
地
域
優
良
賃

貸
住
宅
等
の
建
設
も
視
野
に
、

宅
地
分
譲
も
検
討
し
て
い
く
。

答

問 飯富病院、峡南ケアホームのベッド数削減の原因は

ベッド数削減の原因は、老朽化による膨大な施設改
修費にあると考える　（福祉保健課長）

峡南南部地域の医療・介護体制について

山
やました

下　利
としひこ

彦 議員

峡
南
南
部
地
域
の
医
療
・
介

護
体
制
に
つ
い
て

道
の
駅
に
し
じ
ま
和
紙
の
里
（※）

に

つ
い
て　
（※）
道
の
駅
の
登
録
表
示

特
色
あ
る
身
延
教
育
に
つ
い
て

消
滅
し
な
い
町
の
住
宅
政
策

つ
い
て
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問�　

令
和
４
年
度
の
全
国
の
公
立

病
院
数
は
８
５
３
。
赤
字
の
病

院
が
33
％
。
コ
ロ
ナ
前
の
令
和

元
年
度
で
は
62
％
。
赤
字
が
常

態
化
し
て
い
る(

全
国
自
治
体

病
院
協
議
会)

。
自
治
体
病
院

が
経
営
悪
化
に
陥
る
要
因
は
一

般
的
に
次
の
と
お
り
。

　

�　

①
政
策
医
療
の
担
い
手
で
あ

る
こ
と 
②
権
限
が
不
明
確
で

あ
り
、
経
営
責
任
を
だ
れ
が
取

る
の
か
明
確
で
な
い
こ
と 

③

人
件
費
の
比
率
が
高
い
こ
と 

④
経
営
が
非
効
率
に
な
り
や
す

い
こ
と 

⑤ 

構
成
自
治
体
と
の

意
思
疎
通
が
十
分
で
な
い
こ
と

な
ど
。

　

�　

飯
富
病
院
に
お
け
る
赤
字
問

題
は
、
な
か
で
も
、
権
限
の
不

明
確
さ
が
大
き
な
問
題
だ
。
病

院
経
営
の
権
限
や
責
任
を
誰
が

持
つ
の
か
、
曖
昧
な
形
で
運
営

さ
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
組
織
の
あ
り
方
も
含
め

て
、
経
営
責
任
の
明
確
化
に
つ

い
て
当
局
の
見
解
は
。

福�

祉
保
健
課
長　

身
延
町
早
川
町

国
民
健
康
保
険
病
院
一
部
事
務

組
合
規
約
の
第
８
条
に
、
執
行

機
関
の
組
織
と
し
て
、第
１
項
・

こ
の
組
合
に
組
合
長
及
び
副
組

合
長
を
置
く
。
第
２
項
・
組
合

長
及
び
副
組
合
長
は
、
関
係
町

の
町
長
が
互
選
す
る
。第
３
項
・

組
合
長
及
び
副
組
合
長
の
任
期

は
２
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
再

任
を
妨
げ
な
い
と
定
め
て
い
る
。

　

�　

ま
た
、
病
院
事
業
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
第
２
条
の
２

に
、 

組
合
長
の
権
限
に
属
す
る

業
務
及
び
事
務
を
処
理
さ
せ
る

た
め
に
医
務
部
、
看
護
部
、
老

健
施
設
部
並
び
に
事
務
部
を
置

く
と
定
め
て
い
る
。

　

�　

さ
ら
に
、
庶
務
規
程
第
７
条

第
１
項
に
、
院
長
は
組
合
長
の

命
を
受
け
院
務
を
総
理
し
、
職

員
を
指
揮
、
監
督
す
る
た
め
病

院
内
で
の
最
上
位
の
職
に
位
置

づ
け
ら
れ
る
と
規
定
さ
れ
て
い

る
。

　

�　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
最

終
的
な
経
営
責
任
は
組
合
長
に

あ
る
が
、
一
方
で
、
飯
富
病
院

の
例
規
に
よ
り
、
組
合
長
は
２

年
ご
と
に
交
代
す
る
非
常
勤
で

あ
る
。
病
院
経
営
と
い
う
特
殊

性
か
ら
、
組
合
長
の
権
限
に
属

す
る
業
務
及
び
事
務
を
処
理
さ

せ
る
た
め
に
医
務
部
等
を
置
く

こ
と
、
そ
れ
か
ら
院
長
は
組
合

長
の
命
を
受
け
院
務
を
総
理
し
、

職
員
を
指
揮
、
監
督
す
る
な
ど

事
務
権
限
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、

病
院
経
営
を
主
導
的
に
進
め
て

き
た
の
は
、
病
院
側
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。 　

　

�　

ま
た
組
織
的
に
は
、
事
務
部

の
分
掌
事
項
に
は
、
病
院
の
一

般
管
理
に
関
す
る
多
く
の
項
目

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

事
務
部
長
は
病
院
経
営
に
対
し

て
大
き
な
職
責
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

問�　

自
治
体
の
長
が
管
理
者
と
し

て
病
院
の
経
営
に
直
接
関
与
す

る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
う
で
あ

れ
ば
、
地
方
公
営
企
業
法
の
全

部
適
用
を
想
定
し
て
、
病
院
の

開
設
者
た
る
自
治
体
の
長
が
病

院
事
業
管
理
者
（
特
別
職
公
務

員
）
を
任
命
し
、
各
種
の
権
限

を
そ
の
管
理
者
に
委
任
す
べ
き

だ
と
考
え
る
。
当
局
の
見
解
は
。

福�

祉
保
健
課
長　

多
く
の
権
限
の

あ
る
特
別
職
の
病
院
事
業
管
理

者
を
病
院
に
配
置
す
る
に
は
、

地
方
公
営
企
業
法
※
が
全
部
適

用
で
あ
る
こ
と
が
条
件
に
な
る
。

飯
富
病
院
は
地
方
公
営
企
業
法

が
一
部
適
用
の
病
院
。
全
部
適

用
に
移
行
し
て
は
ど
う
か
と
い

う
趣
旨
の
質
問
と
し
て
答
弁
す

る
。

　

�　

地
域
医
療
連
携
推
進
法
人

「
み
な
み
や
ま
な
し
」
が
７
月

に
ス
タ
ー
ト
し
、
飯
富
病
院
、

身
延
山
病
院
、
南
部
町
国
保
診

療
所
の
将
来
的
な
統
合
再
編
を

念
頭
に
置
き
つ
つ
も
、
ま
ず
は

参
加
病
院
等
相
互
間
の
機
能
の

分
担
、
業
務
の
連
携
等
を
推
進

し
、
峡
南
南
部
地
域
に
お
け
る

効
率
的
で
持
続
可
能
な
医
療
提

供
体
制
を
確
保
す
る
た
め
の
取

り
組
み
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
経
営
形
態
に
大
き
く

係
わ
る
全
部
適
用
に
移
行
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
タ
イ
ミ
ン
グ

的
に
今
で
は
な
い
と
考
え
て
い

る
。

答

問 病院の赤字問題は、経営の権限や責任を誰が持つのか、曖昧な形で運営されてきたこ
とも要因の一つ。組織のあり方も含めて、経営責任の明確化についての考え方は

最終的な経営責任は組合長にあるが、病院経営を主導
的に進めてきたのは、病院側であると認識している
（福祉保健課長）

組合立飯富病院の経営に関する問題点について

伊
い と う

藤　達
た つ み

美 議員

経
営
責
任
の
明
確
化
に
つ
い
て

常
勤
の
特
別
職
公
務
員
の
採
用

※
地
方
公
営
企
業
法

　

地
方
自
治
体
は
、
地
域
住
民
の

生
活
や
地
域
の
発
展
に
不
可
欠
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
企
業
活
動
を
規
制
す
る
の

が
地
方
公
営
企
業
法
で
あ
る
。
こ

の
企
業
活
動
に
も
、
一
般
行
政
事

務
を
規
律
す
る
既
存
の
法
律
（
地

方
自
治
法
な
ど
）
が
適
用
さ
れ
て

い
た
が
、
そ
の
規
定
を
準
用
し
た

の
で
は
、
効
率
的
・
機
動
的
な
事

業
の
運
営
を
行
う
こ
と
が
期
待
で

き
な
い
。
そ
れ
に
代
わ
っ
て
事
業

の
実
態
に
即
し
た
法
規
範
と
し
て

制
定
さ
れ
た
の
が
「
地
方
公
営
企

業
法
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

企
業
と
し
て
の
経
済
性
を
発
揮
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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問�　

当
町
の
運
動
部
活
動
の
地
域

移
行
へ
の
進
捗
お
よ
び
現
状
は
。

学�

校
教
育
課
長　

慎
重
に
検
討
す

る
中
で
現
状
は
進
め
て
い
る
の

で
、
ま
だ
具
体
的
な
形
と
な
っ

て
は
進
捗
し
て
い
な
い
。
課
題

を
解
決
し
な
が
ら
、
教
員
の
負

担
軽
減
を
考
え
る
中
で
、
ま
ず

は
休
日
に
お
い
て
の
地
域
移
行

が
で
き
る
環
境
が
整
う
部
活
動

か
ら
試
行
的
に
移
行
し
て
い
く

こ
と
と
考
え
て
い
る
。

問�　

部
活
動
の
設
置
や
地
域
ク
ラ

ブ
の
設
置
へ
指
導
者
派
遣
や
費

用
援
助
、
施
設
利
用
の
検
討
な

ど
、
中
学
生
か
ら
の
サ
ッ
カ
ー

環
境
の
整
備
お
よ
び
支
援
に
つ

い
て
、
当
町
の
見
解
は
。

学�

校
教
育
課
長　

部
活
動
の
設
置

は
、
学
校
が
行
う
も
の
で
あ
り
、

部
活
動
の
新
設
も
学
校
が
判
断

し
て
い
く
。
現
状
、
サ
ッ
カ
ー

部
な
ど
の
部
の
新
設
は
、
生
徒

数
が
減
少
し
て
い
る
中
で
、
難

し
い
と
の
中
学
校
側
の
見
解
を

聞
い
て
い
る
。
地
域
ク
ラ
ブ
設

置
へ
指
導
者
派
遣
支
援
や
費
用

補
助
、
施
設
利
用
の
検
討
な
ど

地
域
移
行
を
進
め
る
上
で
解
決

す
べ
き
様
々
な
課
題
が
あ
り
、

こ
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
解

決
策
を
し
っ
か
り
模
索
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
サ
ッ
カ
ー
環

境
の
整
備
も
地
域
移
行
の
取
り

組
み
の
中
で
検
討
し
て
い
く
も

の
と
考
え
る
。

再�

質
問　

部
活
動
の
設
置
責
任
者

は
、
学
校
長
で
あ
り
、
当
町
の

実
情
に
応
じ
た
解
決
策
を
模
索

す
る
中
で
、
地
域
移
行
の
一
環

と
し
て
の
地
域
ク
ラ
ブ
の
設
置

も
含
め
て
、
サ
ッ
カ
ー
環
境
の

整
備
も
検
討
し
て
い
く
と
の
認

識
で
間
違
い
な
い
か
。

学�

校
教
育
課
長　

中
学
校
の
部
活

動
の
設
置
判
断
は
、
中
学
校
校

長
の
判
断
に
な
る
の
で
、
行
政

が
部
活
動
設
置
の
判
断
を
す
る

こ
と
は
な
い
。
部
活
動
の
地
域

移
行
は
、
ま
ず
は
既
存
の
部
活

動
の
休
日
活
動
部
を
移
行
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
が
、
子
ど
も

た
ち
が
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
や
文

化
芸
術
活
動
に
親
し
む
機
会
を

確
保
す
る
こ
と
を
目
指
す
こ
と

も
趣
旨
で
あ
り
、
サ
ッ
カ
ー
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
課
題

と
考
え
る
。

問�　

過
疎
化
が
進
む
峡
南
南
部
地

域
は
、
現
在
、
医
療
な
ど
の
分

野
に
お
い
て
も
協
力
体
制
を
構

築
す
べ
く
取
り
組
ん
で
い
る
。

部
活
や
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
の
地

域
移
行
に
も
、
町
村
の
垣
根
を

越
え
た
地
域
一
体
と
な
っ
た
取

り
組
み
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

峡
南
南
部
３
町
の
先
駆
け
と
し

て
、
中
学
生
が
サ
ッ
カ
ー
に
取

り
組
め
る
よ
う
な
環
境
の
整
備

を
本
町
が
取
り
組
む
べ
き
だ
と

考
え
る
が
。

学�

校
教
育
課
長　

部
活
動
を
巡
る

状
況
は
、
生
徒
数
の
減
少
に
よ

り
、
持
続
可
能
性
の
面
か
ら
厳

し
さ
を
増
し
て
お
り
、
特
に
団

体
競
技
は
、
単
独
校
で
の
チ
ー

ム
編
成
に
支
障
が
出
て
く
る
こ

と
も
予
想
さ
れ
る
。
峡
南
南
部

地
域
の
よ
う
な
少
子
化
が
進
ん

で
い
る
地
域
は
、
近
隣
の
町
で

広
域
的
な
取
り
組
み
も
当
然
考

え
ら
れ
る
。
地
域
移
行
に
お
け

る
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
芸
術
活
動

の
広
域
化
は
、
サ
ッ
カ
ー
に
限

ら
ず
検
討
に
値
す
る
課
題
で
あ

る
。
今
後
、
広
域
化
も
情
報
交

換
を
し
て
い
く
。

問�　

令
和
５
年
度
ふ
る
さ
と
納
税

の
寄
附
件
数
、
寄
附
総
額
は
。

企�

画
政
策
課
長　

令
和
５
年
度
決

る
。

　

�　

地
域
医
療
連
携
推
進
法
人

「
み
な
み
や
ま
な
し
」
が
７
月

に
ス
タ
ー
ト
し
、
飯
富
病
院
、

身
延
山
病
院
、
南
部
町
国
保
診

療
所
の
将
来
的
な
統
合
再
編
を

念
頭
に
置
き
つ
つ
も
、
ま
ず
は

参
加
病
院
等
相
互
間
の
機
能
の

分
担
、
業
務
の
連
携
等
を
推
進

し
、
峡
南
南
部
地
域
に
お
け
る

効
率
的
で
持
続
可
能
な
医
療
提

供
体
制
を
確
保
す
る
た
め
の
取

り
組
み
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
経
営
形
態
に
大
き
く

係
わ
る
全
部
適
用
に
移
行
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
タ
イ
ミ
ン
グ

的
に
今
で
は
な
い
と
考
え
て
い

る
。

算
の
指
定
寄
附
金
の
う
ち
、
ふ

る
さ
と
納
税
は
１
０
４
７
件
で
、

４
４
２
２
万
８
千
円
で
あ
る
。

問�　

過
去
の
町
長
の
お
ま
か
せ
へ

の
寄
附
額
、
寄
附
金
の
具
体
的

な
事
業
の
使
途
は
。

財�

政
課
長　

令
和
元
年
度
か

ら
５
年
度
の
合
計
金
額
が

６
５
０
４
万
８
千
円
。
事
業
使

途
は
、
令
和
２
年
度
に
前
澤
友

作
氏
か
ら
の
５
０
０
万
円
を
教

育
施
設
整
備
基
金
に
積
み
立
て
、

残
り
は
、
し
だ
れ
桜
の
里
事
業

に
充
当
し
た
。

問�　

来
年
度
以
降
の
使
途
に
つ
い

て
、
し
だ
れ
桜
の
里
以
外
の
主

要
事
業
に
も
充
当
す
べ
き
時
期

に
来
て
い
る
と
思
う
が
。

町�

長　

今
後
も
、
町
長
に
お
ま
か

せ
は
、
本
町
の
主
要
事
業
に
充

当
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る

が
、
令
和
６
年
第
１
回
定
例
会

で
可
決
し
た
、「
ふ
る
さ
と
納

税
」
を
財
源
と
し
て
積
み
立
て

る
「
身
延
町
ふ
る
さ
と
応
援
基

金
」
を
創
設
し
た
こ
と
に
よ
り
、

単
年
度
の
使
途
に
限
ら
ず
、
本

町
の
主
要
事
業
に
活
用
で
き
る

と
考
え
て
お
り
、
そ
ち
ら
の
ほ

う
に
積
み
立
て
も
し
て
い
き
た

い
。

答

問 本年度実施した区要望のヒアリングで、昨年 940 件あった要望事項
はどの程度整理されたか、各区の要望総数とヒアリングの成果は

本年度は 457 件と昨年の半数以下となった。今後は、各区
からいただいた要望事項の中で優先順位の高いもの、緊急
性が高いものから順次解決に向けて取り組んでいく
（総務課長）

区要望の取り扱いについて

遠
えんどう

藤　公
きみひさ

久 議員

中
学
生
の
部
活
動
地
域
移
行
を
含
む

ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
改
善
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

15　No.80 みのぶ議会だより



問�　

人
口
減
少
の
記
事
が
出
る
と

必
ず
本
町
の
名
前
が
載
り
、
そ

の
度
に
残
念
な
情
け
な
い
思
い

を
す
る
。
皆
さ
ん
も
同
じ
だ
と

思
う
。
総
合
戦
略
は
、
平
成
27

年
か
ら
目
標
を
設
定
し
て
ス

タ
ー
ト
し
、
10
年
が
経
過
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
令
和
２
年
か

ら
５
年
間
で
は
、
計
画
人
口

１
０
８
０
０
人
・
合
計
特
殊
出

生
率
1.85
と
設
定
、
こ
の
目
標
値

に
対
す
る
実
績
に
つ
い
て
明
確

な
説
明
を
求
め
る
。

企�

画
政
策
課
長　

令
和
６
年
７
月

１
日
現
在
の
人
口
は
９
３
４
４

人
で
、
合
計
特
殊
出
生
率
は
1.23

で
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
将
来
展
望

に
は
及
ば
な
い
状
況
に
な
っ
て

い
る
。
人
口
減
少
は
全
国
的
に

進
ん
で
お
り
、
達
成
す
る
に
は

容
易
な
こ
と
で
は
な
い
難
し
い

取
組
み
と
感
じ
て
い
る
。

問�　

当
初
計
画
か
ら
現
在
に
至
る

間
の
、
推
進
方
法
・
成
果
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い

る
の
か
。

企�

画
政
策
課
長　

推
進
委
員
会
に

お
い
て
、
計
画
期
間
の
進
捗
状

況
を
定
量
的
に
測
定
す
る
指
標

Ｋ
Ｐ
Ｉ（
重
要
業
績
評
価
指
標
）

と
年
度
末
の
進
捗
確
認
、
施
策

毎
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
つ

い
て
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を

実
行
す
る
こ
と
で
取
組
み
の
評

価
改
善
を
行
っ
て
い
る
。

問�　

Ｋ
Ｐ
Ｉ
は
目
標
ま
で
の
進
捗

を
把
握
し
、
効
率
的
目
標
達
成

に
繋
げ
る
指
標
で
中
間
評
価
で

あ
り
、
Ｋ
Ｇ
Ｉ
（
重
要
目
標
達

成
指
標
）
が
最
終
的
な
目
標
数

値
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
Ｋ
Ｐ

Ｉ
、
中
間
評
価
を
頻
繁
に
実
施

し
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
目
標

達
成
に
繋
げ
る
必
要
が
あ
る
。

総
合
戦
略
で
は
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
の
確
立
と
あ
る
が
、
実
務

と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
か
。

企�

画
政
策
課
長　

総
合
戦
略
推
進

委
員
会
に
お
い
て
施
策
の
進
捗

に
対
す
る
効
果
検
証
と
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
の
審
議
、
ま
た
計

画
期
間
終
了
時
に
計
画
全
体
の

効
果
検
証
等
の
審
議
を
行
っ
て

い
る
。
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国

家
構
想
へ
と
移
行
す
る
際
の
大

き
な
見
直
し
に
つ
い
て
も
、
推

進
委
員
会
に
お
い
て
審
議
し
て

い
る
。

問�　

評
価
し
て
い
る
、
機
能
し
て

い
る
と
の
答
弁
で
あ
る
が
、
そ

う
は
思
わ
な
い
。
実
行
計
画
が

曖
昧
で
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
。

こ
れ
で
は
チ
ェ
ッ
ク
・
評
価
は

出
来
な
い
。
人
口
推
移
を
み
る

と
今
年
７
月
１
日
の
人
口
は
、

９
３
４
４
人
で
あ
る
。
10
年
後

に
は
、
約
３
０
０
０
人
以
上
の

減
少
で
、
２
０
６
０
年
の
目
標

人
口
６
５
０
０
人
に
２
０
３
５

年
に
は
な
っ
て
し
ま
う
。
目
標

を
達
成
す
る
た
め
に
、
今
年
３

月
に
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家

構
想
総
合
戦
略
に
改
訂
さ
れ
た
。

今
進
め
て
い
て
力
を
入
れ
て
い

る
施
策
の
説
明
を
求
め
る
。

企�

画
政
策
課
長　

デ
ジ
タ
ル
技
術

を
活
用
し
た
「
西
嶋
和
紙
の
里
、

道
の
駅
へ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
」

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
」「
防
災
・
行
政
情
報
ア

プ
リ
の
導
入
」
等
を
追
加
し
、

加
速
化
・
深
化
し
て
進
め
る
。

　

�

ま
た
、
総
合
戦
略
の
取
り
組
み

は
仕
事
の
創
生
、
ひ
と
の
創
生
、

ま
ち
の
創
生
を
一
体
的
に
バ
ラ

ン
ス
良
く
進
め
て
行
く
。

再�

質
問　

町
民
の
皆
さ
ん
は
、
み

ん
な
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
。

皆
さ
ん
と
も
っ
と
向
き
合
っ
て

声
を
聞
い
て
い
た
だ
き
た
い
。

「
人
口
減
少
緊
急
事
態
宣
言
」

を
出
し
て
、
町
が
一
つ
に
な
る

方
法
も
あ
る
し
、【
町
民
と
の

対
話
集
会
】
を
開
い
て
現
状
を

説
明
、
意
見
交
換
を
す
る
。
声

を
出
し
て
く
だ
さ
い
。
一
丸
と

な
っ
て
こ
の
危
機
感
を
行
動
に

移
さ
な
い
と
町
は
衰
退
し
て
し

ま
う
。
ま
た
、
効
果
が
期
待
で

き
る
施
策
の
優
先
順
位
を
付
け
、

専
任
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
編
成
し
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

も
っ
て
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

遅
れ
を
取
り
戻
す
に
は
、
そ
れ

し
か
無
い
が
。

企�

画
政
策
課
長　

施
策
に
優
先
順

位
を
つ
け
る
こ
と
が
成
果
に
つ

な
が
る
と
は
考
え
て
お
ら
ず
、

施
策
の
取
り
組
み
は
、同
時
的
・

一
体
的
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
取
り

組
む
こ
と
が
重
要
と
さ
れ
て
お

り
、
今
後
の
取
り
組
み
も
そ
れ

ぞ
れ
の
施
策
の
改
善
を
重
ね
、

よ
り
効
果
的
な
取
り
組
み
を
す

る
事
、
ま
た
は
新
た
な
取
り
組

み
に
挑
戦
す
る
こ
と
が
、
必
要

な
取
り
組
み
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
現
状
の
進
め
方
に
問
題

が
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

答

問 推進の遅れ、成果を出すには専任体制でプロジェクトを編成して、
スピード感をもって進めるべきである

各課がプロジェクトチームの役割を担っている。成果が
出るまでに時間を要するとされている（企画政策課長）

総合戦略推進について

佐
さ の

野　　昇
のぼる

 議員

人
口
減
少
対
策
の
成
果
は
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問�　

こ
の
制
度
は
水
田
の
フ
ル
活

用
の
た
め
、
麦
・
大
豆
・
飼
料

用
米
な
ど
の
作
付
け
を
促
進

し
、
食
料
自
給
率
・
自
給
力
の

向
上
を
図
る
も
の
で
対
象
者
は

販
売
目
的
で
水
田
に
対
象
作
物

を
栽
培
し
て
い
る
農
業
者
。
５

年
間
で
一
度
も
水
張
り
が
出
来

な
い
と
交
付
金
の
対
象
外
と
な

る
。
水
路
が
壊
れ
て
、
水
張
り

が
出
来
な
い
の
で
あ
け
ぼ
の
大

豆
の
耕
作
を
や
め
る
し
か
な
い

と
、
相
談
を
受
け
た
。
交
付
金

を
受
け
て
い
る
人
数
と
耕
作
面

積
は
。

産�

業
課
長　

交
付
申
請
者
は
75
人
。

白
大
豆
・
枝
豆
２
３
１
３
．
32

ア
ー
ル
、
そ
の
他
８
２
６
．
36

ア
ー
ル
。

問�　

５
月
中
旬
に
交
付
金
に
つ
い

て
文
書
を
出
し
た
が
、
生
産
者

を
集
め
て
の
説
明
が
必
要
だ
と

い
う
声
を
聞
い
た
が
。

産�

業
課
長　

説
明
会
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
状
況
を
注
視
し
必
要
性

を
精
査
し
て
い
き
た
い
。

問�　

町
の
特
産
で
あ
る
あ
け
ぼ
の

大
豆
の
耕
作
を
や
め
る
生
産
者

が
い
る
こ
と
は
町
の
計
画
に
も

影
響
す
る
。
農
業
を
守
り
、
従

事
者
を
守
る
の
も
町
の
大
事
な

仕
事
だ
。
国
に
対
し
て
要
件
緩

和
の
要
望
を
出
す
し
か
な
い
が
。

町�

長　

道
路
及
び
水
路
等
に
係
る

原
材
料
支
給
、
ま
た
は
土
地
改

良
施
設
改
修
事
業
な
ど
を
ま
ず

活
用
し
て
も
ら
う
。
そ
れ
と
土

地
改
良
団
体
連
合
会
の
理
事
な

の
で
、
個
人
的
に
機
会
を
捉
え

て
要
望
を
出
す
。
山
梨
県
町
村

会
と
し
て
何
か
要
望
で
き
る
か

諮
っ
て
み
た
い
。

問�　

国
の
介
護
保
険
の
改
定
で
、

今
年
４
月
か
ら
訪
問
介
護
報
酬

が
下
げ
ら
れ
た
。
ヘ
ル
パ
ー
が

自
宅
を
訪
問
す
る
介
護
サ
ー
ビ

ス
は
利
益
率
が
高
い
か
ら
と
い

う
も
の
だ
。
サ
ー
ビ
ス
付
き
高

齢
者
向
け
住
宅
な
ど
で
次
々
に

効
率
的
に
訪
問
で
き
る
都
会
の

大
手
事
業
所
な
ど
は
高
い
利
益

を
上
げ
て
い
る
が
、
４
割
を
占

め
る
小
規
模
事
業
者
は
、
一
軒

一
軒
離
れ
た
家
を
訪
問
す
る
の

で
移
動
距
離
も
時
間
も
か
か
り

赤
字
だ
。
報
酬
の
切
り
下
げ
で

さ
ら
に
追
い
詰
め
ら
れ
る
。
高

齢
者
が
自
宅
で
安
心
し
て
生
活

す
る
た
め
に
、
訪
問
介
護
は
な

く
て
は
な
ら
な
い
事
業
だ
。
特

に
本
町
の
よ
う
に
ひ
と
り
暮
ら

し
の
高
齢
者
が
多
い
町
で
は
な

お
さ
ら
だ
。
本
町
に
は
４
つ
の

事
業
所
が
あ
る
が
現
状
の
把
握

は
出
来
て
い
る
の
か
。

福�

祉
保
健
課
長　

地
域
的
に
移
動

距
離
が
長
く
効
率
が
悪
い
、
ヘ

ル
パ
ー
の
確
保
が
難
し
い
、
そ

れ
に
加
え
今
回
の
基
本
報
酬
引

き
下
げ
で
、
い
ず
れ
も
運
営
が

厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
聞
い
て

い
る
。

問�　

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き

に
安
心
し
て
訪
問
介
護
を
受
け

る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、
訪
問

介
護
事
業
所
へ
の
支
援
が
必
要

だ
と
思
う
が
。

福�

祉
保
健
課
長　

町
内
に
は
４
つ

の
訪
問
介
護
事
業
所
を
含
め
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所

が
38
あ
る
の
で
、
訪
問
介
護
事

業
所
だ
け
に
町
が
支
援
す
る
の

は
難
し
い
。

問�　

都
合
で
病
気
中
や
病
気
回
復

期
に
あ
る
子
ど
も
の
育
児
が
出

来
な
い
方
の
た
め
に
、
医
療
機

関
に
併
設
さ
れ
た
保
育
施
設
で

一
時
的
に
預
か
る
事
業
が
、
子

育
て
を
し
て
い
る
人
達
に
周
知

さ
れ
て
い
な
い
。
若
い
人
た
ち

に
届
く
よ
う
な
工
夫
が
必
要
だ

と
思
う
が
。

子�

育
て
支
援
課
長　

利
用
す
る
時

に
必
ず
か
か
り
つ
け
医
の
確
認

が
必
要
と
な
る
こ
と
な
ど
制
約

が
あ
る
た
め
、
利
用
す
る
認
識

を
持
た
れ
な
い
。
周
知
の
仕
方

を
検
討
し
、
き
め
細
や
か
な
支

援
を
目
指
す
。

問�　

発
が
ん
性
が
指
摘
さ
れ
る
有

機
フ
ッ
素
化
合
物
が
全
国
各
地

で
検
出
さ
れ
、
町
民
か
ら
不
安

の
声
が
あ
る
。
町
内
の
水
道
水

の
検
査
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

上�

下
水
道
課
長　

国
よ
り
調
査
依

頼
が
あ
り
、
町
内
水
源
37
箇
所

の
検
査
を
し
不
検
出
だ
っ
た
。

答

問 国に対して、要件緩和の要望を出すしかないが

山梨県町村会として、要望できるか諮ってみたい
（町長）

農業を守り、従事者もまもるために

渡
わたなべ

辺　文
ふ み こ

子 議員

水
田
活
用
直
接
支
払
交
付
金

に
つ
い
て

訪
問
介
護
事
業
所
に
対
し
て

支
援
を

病
児
・
病
後
児
保
育
に
つ
い
て

安
全
な
水
道
水
に
つ
い
て

17　No.80 みのぶ議会だより



問�　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
具
体
的
な

取
組
と
今
後
の
展
望
は
。

建�

設
課
長　

第
１
回
検
討
会
に
お

い
て
、
関
係
機
関
の
代
表
者
に

よ
る
検
討
会
と
、
そ
の
下
に

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
置
く

事
と
し
、
現
在
３
回
の
検
討
会

と
７
回
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
会
議
を
行
っ
て
い
る
。
国
土

交
通
省
は
、
河
川
の
流
量
、
水

質
、
水
温
等
の
調
査
、
魚
類
調

査
、
工
事
の
際
の
環
境
配
慮
と

し
て
、
大
石
の
配
置
等
を
継
続

実
施
。
山
梨
県
は
魚
類
の
採
捕
、

環
境
Ｄ
Ｎ
Ａ
、
付
着
藻
類
の
調

査
、
河
川
内
の
巨
石
等
を
活
用

し
た
環
境
配
慮
工
と
し
て
、
上

流
に
向
け
突
起
さ
せ
た
水
制
工

の
様
な
バ
ー
ブ
工
の
設
置
や
、

魚
道
の
補
修
工
事
を
実
施
。
各

自
治
体
は
、
河
川
美
化
活
動
や

広
報
活
動
を
実
施
。
水
利
権
者

で
あ
る
日
本
軽
金
属
㈱
は
、
各

堰
に
お
い
て
の
魚
類
調
査
、
魚

道
の
維
持
管
理
、
河
川
環
境
美

化
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

　

�　

ア
ユ
を
指
標
種
と
し
て
、
ア

ユ
が
生
息
し
や
す
い
川
づ
く
り

に
取
り
組
み
、
か
つ
て
の
よ
う

に
ア
ユ
釣
り
や
川
遊
び
を
す
る

人
で
溢
れ
た
、
活
気
の
あ
る
富

士
川
の
姿
を
目
指
し
て
い
く
。

問�　

町
が
漁
協
に
対
し
て
交
付
金

を
出
し
て
い
る
が
、
使
途
を
含

め
詳
細
は
。

産�

業
課
長　
「
農
林
水
産
業
振
興

事
業
補
助
金
」
の
対
象
と
し
て

「
河
川
の
浄
化
・
稚
魚
放
流
事

業
」
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付

し
て
い
る
の
は
「
富
士
川
漁
協

中
富
地
区
」「
同
じ
く
下
部
第

１
地
区
」「
同
じ
く
下
部
第
２

地
区
」「
本
栖
湖
漁
協
」
の
４

団
体
で
、
各
３
万
円
を
交
付
し

て
い
る
。

問�　

富
士
川
の
ア
ユ
釣
り
は
、
当

町
の
自
然
豊
か
な
観
光
の
シ
ン

ボ
リ
ッ
ク
と
な
り
う
る
。
誘
導

看
板
や
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

な
ど
の
支
援
や
金
銭
的
な
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
等
の
検
討
は
。

産�

業
課
長　

今
年
７
月
に
身
延
町

観
光
課
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

に
投
稿
、
今
後
も
引
き
続
き
周

知
を
し
て
い
く
。
釣
り
に
特
化

し
た
工
作
物
の
設
置
及
び
駐
車

場
の
整
備
は
難
し
い
と
考
え
る
。

今
後
レ
ジ
ャ
ー
的
な
要
素
で
の

支
援
の
必
要
性
が
生
じ
た
際
は
、

観
光
部
門
と
調
整
の
上
、
検
討

し
て
い
く
。

問�　

身
延
町
総
合
文
化
会
館
に
お

い
て
、
11
月
24
日(

日)

に
行

わ
れ
る
防
災
訓
練
の
詳
細
は
。

交�

通
防
災
課
長　

南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
が
発
生
し
た
こ
と
を
想

定
し
、
山
梨
県
警
察
本
部
、
峡

南
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部
、

陸
上
自
衛
隊
、
国
土
交
通
省
、

甲
府
地
方
気
象
台
等
、
約
50
の

関
係
機
関
の
協
力
の
も
と
訓
練

が
行
わ
れ
る
。
内
容
は
災
害
対

策
本
部
設
置
・
運
営
訓
練
、
被

害
状
況
偵
察
訓
練
や
医
療
救
護
、

避
難
所
開
設
、
運
営
訓
練
や
炊

き
出
し
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
応
急

復
旧
や
展
示
・
啓
発
、体
験
ブ
ー

ス
等
20
項
目
前
後
の
訓
練
を
計

画
。
こ
の
中
に
は
町
内
に
本
社

が
あ
り
町
と
災
害
協
定
を
締
結

し
て
い
る
サ
イ
ト
テ
ッ
ク
㈱
に

よ
る
ド
ロ
ー
ン
を
使
用
し
た
訓

練
も
含
ま
れ
て
い
る
。

問�　

道
の
駅
に
し
じ
ま
和
紙
の
里

内
に
、
24
時
間
使
用
可
能
な
ト

イ
レ
の
設
置
が
予
定
さ
れ
て
い

る
が
、
防
犯
対
策
は
。

生�

涯
学
習
課
長　

完
成
後
の
管
理

に
つ
い
て
は
、
清
掃
や
消
耗
品

の
管
理
、
職
員
の
巡
回
等
に
つ

い
て
指
定
管
理
者
に
お
願
い
す

る
予
定
で
、
詳
細
な
点
に
つ
い

て
は
今
後
協
議
し
て
い
く
。
防

犯
カ
メ
ラ
は
、
駐
車
場
や
ト
イ

レ
に
限
ら
ず
、
施
設
全
体
を
カ

バ
ー
で
き
る
よ
う
な
配
置
で
予

定
し
て
い
る
。
夜
間
の
警
備
は

警
備
会
社
に
業
務
を
委
託
す
る
。

修
繕
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
は
、

町
が
掛
け
る
損
害
保
険
の
対
象

と
な
り
、
費
用
は
保
険
で
賄
う

こ
と
に
な
る
。

答

問「富士川中流域アユを育む・清流プロジェクト」の取り組みを行っ
ているとのことだが、開始時期は

富士川中流域において、アユが生息しやすい川づくりに
関する対応を検討し、令和４年７月２１日にプロジェク
トの第１回検討会を開催した（建設課長）

富士川流域の活性化について

伊
い と う

藤　雄
お な み

波 議員

観
光
に
繋
が
る

　
　
　

活
性
化
に
向
け
て

山
梨
県
地
震
防
災
訓
練
に

つ
い
て

和
紙
の
里
ト
イ
レ
の

　
　

防
犯
対
策
に
つ
い
て
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議案に対する賛否議案に対する賛否
（賛成：○・反対：×・欠席：欠）

上
田　

孝
二

伊
藤　

達
美

渡
辺　

文
子

野
島　

俊
博

広
島　

法
明

田
中　

一
泰

望
月　

悟
良

伊
藤　

雄
波

佐
野　

知
世

山
下　

利
彦

佐
野　
　

昇

深
山　

光
信

遠
藤　

公
久

○

×

○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○

令和５年度身延町一般会計及び特別会計歳入歳出決算認定について

専決処分の承認を求めることについて
（身延町公平委員会委員の選任について）

身延町甲斐黄金村・湯之奥金山博物館条例の一部を改
正する条例について
身延町市之瀬味噌加工所条例の一部を改正する条例について
身延町個人番号の利用に関する条例の一部を改正する
条例について

身延町和田辺地総合整備計画の策定について

山梨県後期高齢者医療広域連合規約の変更に関する協
議について

令和６年度身延町一般会計補正予算（第４号）
令和６年度身延町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
令和６年度身延町介護保険特別会計補正予算（第２号）
令和６年度身延町下部奥の湯温泉事業特別会計補正予算（第1号）
令和６年度身延町水道事業会計補正予算（第２号）
令和６年度身延町下水道事業会計補正予算（第３号）

身延町教育委員会委員の任命について
身延町監査委員の選任について
身延町公平委員会委員の選任について
人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることに
ついて

加配定数の振り替えによらない小学校三十五人学級の実
施、中学校での三十五人学級の実施、教職員定数改善、
及び義務教育費国庫負担制度拡充を図るための請願書

加配定数の振り替えによらない小学校三十五人学級の実
施、中学校での三十五人学級の実施、教職員定数改善、
及び義務教育費国庫負担制度拡充を図るための意見書案

令和６年度身延町一般会計補正予算（第３号）
中富浄化センター電気設備改築工事請負契約について

●
議
長
は
賛
否
同
数
の
み
採
決
に
参
加
し
ま
す第

３
回
定
例
会
（
９
月
２
日
〜
11
日
）

第
３
回
臨
時
会

（
７
月
11
日
）

●報告 
認定第１号　
●報告　

報告第12号　

●条例の一部改正　

議案第75号　

議案第76号　

議案第77号　

●計画の策定　
議案第78号　
●規約の変更　

議案第79号　

●補正予算　
議案第80号　
議案第81号　
議案第82号　
議案第83号　
議案第84号　
議案第85号　
●人事案件　
同意第４号　
同意第５号　
同意第６号　

諮問第４号　

●請願　

請願第１号　

●追加案件　

発議第１号　

●補正予算　
議案第73号　
議案第74号　

議
会
だ
よ
り
第
79
号
訂
正
箇
所

Ｐ
７ 

氏
名
の
訂
正

　

誤　

名
誉
町
民　

望
月
靖
充　

氏

　

正　

名
誉
町
民　

望
月
靖
允　

氏

　いつも議会だよりをお読みいただき、誠にありがとうございます。
　この度は「身延町住みやすさアンケート」にご理解ご協力をいただき、感謝申し上
げます。おかげ様で、多くの皆様から貴重なご意見を賜ることができました。
　今後、データを集計し、少子化対策、移住定住促進等に取り組み、より良い身延町
にしていくために活かしていきたいと考えております。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育厚生常任委員長　田中　一泰

【御礼】身延町住みやすさアンケート
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　◇

は
じ
め
に

　

８
月
８
日　

日
向
灘
を
震
源
と

す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7.1
の
地
震

が
発
生
し
、
こ
れ
に
伴
い
南
海
ト

ラ
フ
地
震
の
想
定
震
源
域
で
は
、

大
規
模
地
震
の
発
生
の
可
能
性
が

平
常
時
に
比
べ
相
対
的
に
高
ま
っ

た
と
し
て
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時

情
報
が
発
表
さ
れ
、
１
週
間
は
注

意
が
必
要
と
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
期
間
は
無
事
に
過
ぎ
ま
し
た
が
、

大
地
震
の
発
生
は
確
実
に
近
づ
い

て
い
ま
す
。
各
家
庭
に
お
い
て
は
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
地
震
に
対
す

る
備
え
の
確
認
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

◇
「
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
み

　

な
み
や
ま
な
し
」
に
つ
い
て

　
　

当
法
人
は
、
飯
富
病
院
、
身

延
山
病
院
、
早
川
町
、
身
延
町
及

び
南
部
町
の
５
つ
の
組
織
を
社
員

と
し
た
法
人
で
、
飯
富
病
院
、
身

延
山
病
院
、
南
部
町
国
民
健
康
保

険
診
療
所
、
南
部
町
万
沢
診
療
所

の
将
来
的
な
統
合
再
編
を
念
頭
に
、

参
加
病
院
等
相
互
間
の
機
能
の
分

担
、
業
務
の
連
携
等
を
推
進
し
、

峡
南
南
部
地
域(

早
川
町
、
身
延

町
、
南
部
町)

に
お
け
る
効
率
的

で
持
続
可
能
な
医
療
提
供
体
制
を

確
保
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、

一
般
社
団
法
人
と
し
て
令
和
６
年

６
月
12
日
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
６
月
27
日
付
で
県
内
初

の
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
と
し

て
知
事
か
ら
認
可
さ
れ
、
７
月
10

日
に
は
中
富
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

内
で
、
事
務
所
の
開
所
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
峡
南
南
部
地
域

に
お
け
る
医
療
再
編
調
査
検
討

業
務
委
託
の
受
託
者
を
選
定
す

る
た
め
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

を
行
い
、
８
月
15
日
に
Ｐ
Ｗ
Ｃ
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
合
同
会
社
と

１
２
２
１
万
円
で
委
託
契
約
を
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
他
に
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
の

連
携
や
人
材
交
流
及
び
育
成
に
関

す
る
事
業
や
、
医
薬
品
等
の
共
同

購
入
に
関
す
る
事
業
に
つ
い
て
も

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

◇
山
梨
県
地
震
防
災
訓
練
の
実
施

　

に
つ
い
て

　

９
月
１
日
の
防
災
の
日
の
訓
練

は
、
台
風
10
号
の
接
近
に
よ
り
中

止
と
な
り
、
本
町
も
大
雨
警
報
が

発
令
さ
れ
、
臨
時
避
難
所
を
開
設

し
ま
し
た
が
、
避
難
者
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

な
お
、
11
月
24
日
の
日
曜
日
に

は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
を

想
定
し
て
身
延
町
総
合
文
化
会
館

周
辺
を
会
場
に
、
山
梨
県
地
震
防

災
訓
練
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

地
域
住
民
と
連
携
し
、
各
種
防

災
訓
練
を
実
施
し
、
防
災
意
識
の

高
揚
と
、
地
域
防
災
力
の
向
上
を

図
る
も
の
で
す
。

　

会
場
周
辺
の
町
民
の
皆
様
に
は
、

訓
練
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る

と
と
も
に
多
く
の
方
々
に
訓
練
を

見
学
い
た
だ
き
、
こ
の
訓
練
を
機

に
災
害
に
対
す
る
備
え
を
行
っ
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇
合
併
20
周
年
記
念
式
典
に
つ
い

　

て

　

平
成
16
年
９
月
13
日
に
、
下
部

町
、
中
富
町
、
身
延
町
が
合
併
し
、

新
「
身
延
町
」
が
誕
生
し
て
か
ら

20
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
お
り

ま
す
。

　

３
町
の
合
併
が
実
現
し
、
20
周

年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
９
月
14
日

に
記
念
式
典
を
挙
行
い
た
し
ま
す
。

　

式
典
で
は
冒
頭
に
、
前
回
の
定

例
会
で
議
員
の
皆
様
に
賛
同
を
頂

き
名
誉
町
民
と
な
ら
れ
ま
し
た
望

月
靖
允
氏
に
、
名
誉
町
民
顕
彰
状

の
贈
呈
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
に
多
額
の
寄
付
を

い
た
だ
き
、
町
政
の
発
展
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
４
名
の
方
に
「
特
別

感
謝
状
」
を
贈
呈
す
る
と
と
も
に
、

地
方
自
治
な
ど
の
各
分
野
に
わ

た
っ
て
身
延
町
発
展
に
ご
尽
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
65
名
の
方
に
感

謝
状
を
贈
呈
す
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

合
併
20
周
年
を
迎
え
た
本
町
の

将
来
は
、
少
子
・
高
齢
化
の
進
展

な
ど
、
決
し
て
楽
観
視
で
き
る
状

態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
町
民
の

皆
様
が
夢
や
希
望
を
持
ち
、
幸
せ

を
実
感
で
き
る
町
づ
く
り
を
町
民

一
丸
と
な
っ
て
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
議
員
の
皆
様
、

町
民
の
皆
様
方
の
更
な
る
お
力
添

え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

町長行政報告
望
もちづき

月　幹
み き や

也  町長

合
併
20
周
年
を
迎
え
、
幸
せ
を
実
感
で
き
る
町
づ
く
り
を

　
　
　
町
民
一
丸
と
な
っ
て
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
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７
月１

日　

第
３
回
議
会
広
報
編
集
委
員
会
（
第
79
号
）

５
日　

第
５
回
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

第
５
回
議
員
全
員
協
議
会

７
日　

第
１
回
山
身
連
市
町
村
議
会
議
員
懇
談
会

10
日　

議
会
広
報
編
集
委
員
会
正
副
委
員
長
最
終
確
認

　
　
　
（
第
79
号
）

11
日　

第
３
回
臨
時
会

　
　
　

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

16
日　

町
村
議
会
広
報
研
修
会

19
日　

議
員
自
主
研
修
講
座

　
　
　

団
体
と
議
員
と
の
懇
談
会

23
日　

中
北
・
峡
南
地
区
議
会
議
長
会

24
日　

第
２
回
町
村
議
会
議
長
会
議

25
日　

国
中
６
町
村
議
会
議
員
研
修
会

30
日
～
31
日　

町
村
議
会
議
長
・
議
会
運
営
委
員
長

　
　
　

行
政
調
査
（
三
重
県
）

８
月20

日　

第
６
回
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

第
27
回
議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

27
日　

第
６
回
議
員
全
員
協
議
会

　
　
　

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　

第
１
回
議
会
広
報
編
集
委
員
会
（
第
80
号
）

９
月２

日
～
11
日　

第
３
回
定
例
会

14
日　

身
延
町
合
併
20
周
年
記
念
式
典

　
　
　

身
延
中
学
校
輝
桜
祭
開
会
式

18
日　

本
栖
湖
西
岸
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

19
日　

第
２
回
議
会
広
報
編
集
委
員
会
（
第
80
号
）

21
日　

新
嘗
祭
皇
室
献
上
米
抜
穂
式

25
日　

全
国
町
村
議
会
広
報
研
修
会

　
　
　

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

26
日　

第
28
回
議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

27
日　

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　

飯
富
病
院
９
月
定
例
会

　
　
　

身
延
町
の
教
育
を
語
る
会

 

◎
主
な
議
会
の
動
き
　【
令
和
６
年
７
月
～
９
月
】　

議長・議会運営委員長行政調査（三重県）

組合議会報告
一部事務組合とは、複数の地方公共団体（市町村、特別区な
ど）が行政サービスの一部を共同で行うことを目的として設置
する行政機関で、地方自治法284条２項により設けられる特別
地方公共団体の一つ。

〇身延町早川町国民健康保険病院一部事務組合議会 ( 身延町・早川町で構成運営する組合立の病院 ) 

（概要）へき地医療拠点病院としての機能をもつ身延町・早川町の一部事務組合病院
報告者：田中一泰
令和６年９月定例会　　令和６年９月27日（金）　　※いずれも原案可決
　　・報告第1号　専決処分の承認を求める件
　　・認定第1号　身延町早川町国民健康保険病院一部事務組合事業会計決算認定について
　　・報告第2号　資金不足比率について
　　・議案第9号　身延町早川町国民健康保険病院一部事務組合事業会計補正予算（第2号）について
　　・一般質問
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★表紙について
〇競技は順位を競い結果を出すこ
とであるが反面、仲間との信頼
関係と融和を構築する場でもあ
る。子供達の表情は、まさしく
そのものを表現している。すば
らしい表紙にふさわしいもので
ある。
〇中部支会３小学校陸上記録会の
様子が楽しく明るく、笑顔で掲
載されており読み手に伝わりま
した。　今年の暑さは格別、5
月下旬もきっと暑かったのでは。
良く頑張りました。この子供達
に身延町を託すのですから、是
非とも教育への更なるご支援を
お願いしたい。

★町民と議員との懇談会
〇懇談会の方法論は改革しように
も改革のしようはない。ここで
聴取した地域住民の貴重な提言
や意見が議会や町行政のなかで、
どう反映されているか・・報告
することが必要。形骸化される
ものであってはならない。
〇こういった取り組みは大変有意
義だと思います。誌面の関係で
仕方がないのでしょうが懇談会
の内容があまり伝わってこない。

★第２回臨時会、第２回定例会
おもな議案の説明

〇金額が膨大な事業ばかりなので
じっくりと精査して頂きたいと
思います。
〇赤枠のギカイのギモンがわかり
やすくてとても良いと思います。
〇内容は、写真も多くあり、とて
もわかりやすく理解できる。し
かし、町民の方が見たときに、
４ページからガラッとレイアウ
ト（縦書きから横書き）、配色
（特に赤が目立つ）等まごつく
のではないかと思う。どこから
見てよいのか戸惑うのではない
かと思う。

★常任委員会レポート
〇常任委員会レポートの下に、委
員会の構成が文章で説明されて
いますが、毎号同じ表現です。
一目でわかるように２回に１回
は表にしたらどうでしょうか。

★主な議会の動き、
自治功労者表彰式・町村議会議員研修会
〇自治功労者表彰はコメントが必
要と思う。

★議案に対する賛否
〇いつもどおり見やすく整理され
ています。報告や議案は年で通
し番号がつくことも分かりまし
た。機会があれば、報告の中で
賛否を問うものはどのようなも
のか説明いただければ有難いで
す。

★一般質問５人
〇身延町の医療、若者の移住定住、
人口減少対策は表裏一体だと思
います。それだけ非常に難しい
問題です。みんなで話し合って
知恵を出して良い方向に進めた
いものです。
〇飯富病院の経営実態が明らかに
され、経営形態の変更（身延山
病院）との係わりについてプラ
ンの説明がされたが、何がメリ
ットで何がデメリットなのかが
わからないので、もう少し説明
の追加がほしいと思った。

★あの請願どうなった？
〇見出しが大きくて今回一番読ん
でみたいと思いました。
〇解りやすい文の構成だと思いま
す。

★あの一般質問、その後を追跡
〇危険箇所の改善要望は、その地
に関わる方でないと忘れがちに
なりますが、こうして「その後
を追跡」として掲載する事はと
ても良い報告だと思います。
〇写真があると場所がわかって良
いと思います。
〇明確な説明資料でよかった。

★身延町議会「ふれあい懇談会」
（新企画）

〇新企画なのでどのようなものに
なるか分かりませんが、もう少
し具体的な内容の説明があれば
よいと思います。
〇新企画、真剣に取り組む姿勢が
感じられました。
〇多勢の方の参加があればいいと
思います。

★町長行政報告
〇町政には難しい問題が山積して
いると思いますが、住みやすい
町作りに力を発揮してもらいた
いと思っています。

★身延町住みやすさアンケート、
議会広報モニター意見交換会、
全国町村議会議長会議長・副議長研修会
〇アンケートは選択式で簡単な内
容になっていて良かったと思い
ます。広報みのぶにも記載され
ていますが、身延町を知ってい
る方々に問う為に、みのワンの
ＳＮＳで発信してみたらいかが
でしょう？
〇スマートフォンを持っていない
町民も多数いる。このような町
民に対する対応策を検討すべき。
〇微力ですが議会広報モニターを
務めさせて頂きます。町民の皆
様が興味深く読んでいただける
ようお手伝いが出来たらと思い
ます。

★モニター通信
〇モニター通信、町政へのご意
見・ご要望興味深く読みました。

★おじゃまします
〇年代別の写真がとてもいいと思
います。配置もいい。編集後記
がおもしろいので苦労話などを
中心にもっと増やしたらいいと
思います。
〇身延町外からも団員が集まるの
は、素晴らしいです。関東交流
大会出場は、選手の頑張り、指
導者・保護者の皆さんのご苦労
の賜物ですね。活躍している団
体を、うまく探して紹介されて
いて元気をもらえます。
〇数多くの少年が、夢をもつと思
うので良いと思った。

★町政へのご意見・ご要望
〇これからの町づくりは、住民の
声を取り上げ、反映させること
が大事になってくると思う。今
回の議会だよりにある議員との
懇談会、ふれあい懇談会、各種
のアンケート等、それ以外にも
来庁する方のアンケート、ご意
見箱（仮）など。住民が納得す
るような町政を望みます。

モニター通信
(議会だより№79の意見・感想等)
議会広報モニターの皆様のご意見・ご
感想等を要約したものです。貴重なご
意見等を参考に、町民の皆様の「心に
伝わる」議会だよりを目指します。

身延ユナイテッド SC と議員との懇談会

監�

督　

練
習
の
状
況
を
見
て
頂
い
た
通
り
、
子

ど
も
た
ち
は
目
を
輝
か
せ
取
り
組
ん
で
い

る
。
身
延
町
に
は
野
球
や
テ
ニ
ス
等
が
あ
る

が
、
サ
ッ
カ
ー
の
団
員
数
40
名
は
県
内
で
も

多
い
方
で
あ
る
。
４
～
６
年
生
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

で
リ
ー
グ
戦
に
参
加
し
て
い
る
。
７
月
に
行

わ
れ
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
で
は
初
優
勝
を

し
た
。
団
員
は
頑
張
っ
て
い
る
。

　

�　

中
学
校
で
も
サ
ッ
カ
ー
が
で
き
る
よ
う
に
、

町
で
も
力
を
貸
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
う
。

・�

身
延
中
学
校
に
サ
ッ
カ
ー
部
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

・
中
学
校
で
も
サ
ッ
カ
ー
を
し
た
い
。

男�

性　

１
年
生
だ
が
、
サ
ッ
カ
ー
が
楽
し
い
と

言
っ
て
い
る
の
で
、
中
学
校
で
も
続
け
て
サ
ッ

カ
ー
が
で
き
る
よ
う
希
望
を
か
な
え
さ
せ
て

ほ
し
い
。

男�

性　

サ
ッ
カ
ー
を
続
け
て
い
て
、
中
学
校
に

サ
ッ
カ
ー
部
が
な
い
の
で
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
へ

行
き
た
い
場
合
は
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
。
限
ら
れ
た
時
間
と
お
金
な
ど
の
問

題
か
ら
、
町
外
へ
出
て
い
く
人
も
多
い
。
出

て
い
く
人
は
子
ど
も
の
選
ぶ
道
が
減
っ
て
い

る
と
言
っ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
の
意
見
を

反
映
し
て
ほ
し
い
。

女�

性　

サ
ッ
カ
ー
部
が
な
い
の
で
、
子
ど
も
が

身
延
中
学
校
と
教
育
委
員
会
に
手
紙
を
出
し

て
懇
談
の
場
が
設
け
ら
れ
た
。
子
ど
も
も
自

ら
現
状
を
変
え
た
い
と
、
動
い
て
い
る
の
で

サ
ッ
カ
ー
が
続
け
ら
れ
る
環
境
の
実
現
を
お

願
い
す
る
。

女�

性　

サ
ッ
カ
ー
に
入
っ
た
こ
と
で
メ
ン
タ
ル

面
も
学
べ
る
し
、
う
ま
く
な
り
た
い
と
本
人

も
頑
張
っ
て
い
る
の
で
、
中
学
校
へ
行
っ
て

も
で
き
れ
ば
い
い
と
思
う
。

教�

育
厚
生
常
任
委
員
会　

子
ど
も
た
ち
の
思
い

や
保
護
者
の
意
見
・
要
望
等
を
真
摯
に
受
け

止
め
、
協
議
し
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

※
意
見
・
要
望
は
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す

日　

時　

令
和
６
年
７
月
19
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
７
時
～
午
後
９
時
30
分

会　

場　

身
延
地
区
公
民
館　

下
山
分
館

参
加
者　

計
28
名

　
（
団
体
15
人
、
議
員
11
人
、
事
務
局
２
人
）

活発な意見が飛び交いました 中学校でもサッカーをしたいですか？ 子どもたちの練習の様子

活
動
報
告
と
要
望

子
ど
も
た
ち
の
意
見
・
要
望

保
護
者
の
意
見
・
要
望

議
会
と
し
て

下山小学校校庭にて身延ユナイテッドサッカークラブの子どもたちの練習を視察し、高学年と
低学年に分かれて子どもたちの意見や要望を聞きました。その後、下山分館に移動して監督か
らの活動報告を受け、保護者の皆様の意見や要望などを聞きました。
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★表紙について
〇競技は順位を競い結果を出すこ
とであるが反面、仲間との信頼
関係と融和を構築する場でもあ
る。子供達の表情は、まさしく
そのものを表現している。すば
らしい表紙にふさわしいもので
ある。

〇中部支会３小学校陸上記録会の
様子が楽しく明るく、笑顔で掲
載されており読み手に伝わりま
した。　今年の暑さは格別、5
月下旬もきっと暑かったのでは。
良く頑張りました。この子供達
に身延町を託すのですから、是
非とも教育への更なるご支援を
お願いしたい。

★町民と議員との懇談会
〇懇談会の方法論は改革しように
も改革のしようはない。ここで
聴取した地域住民の貴重な提言
や意見が議会や町行政のなかで、
どう反映されているか・・報告
することが必要。形骸化される
ものであってはならない。

〇こういった取り組みは大変有意
義だと思います。誌面の関係で
仕方がないのでしょうが懇談会
の内容があまり伝わってこない。

★第２回臨時会、第２回定例会
おもな議案の説明

〇金額が膨大な事業ばかりなので
じっくりと精査して頂きたいと
思います。

〇赤枠のギカイのギモンがわかり
やすくてとても良いと思います。

〇内容は、写真も多くあり、とて
もわかりやすく理解できる。し
かし、町民の方が見たときに、
４ページからガラッとレイアウ
ト（縦書きから横書き）、配色
（特に赤が目立つ）等まごつく
のではないかと思う。どこから
見てよいのか戸惑うのではない
かと思う。

★常任委員会レポート
〇常任委員会レポートの下に、委
員会の構成が文章で説明されて
いますが、毎号同じ表現です。
一目でわかるように２回に１回
は表にしたらどうでしょうか。

★主な議会の動き、
自治功労者表彰式・町村議会議員研修会
〇自治功労者表彰はコメントが必
要と思う。

★議案に対する賛否
〇いつもどおり見やすく整理され
ています。報告や議案は年で通
し番号がつくことも分かりまし
た。機会があれば、報告の中で
賛否を問うものはどのようなも
のか説明いただければ有難いで
す。

★一般質問５人
〇身延町の医療、若者の移住定住、
人口減少対策は表裏一体だと思
います。それだけ非常に難しい
問題です。みんなで話し合って
知恵を出して良い方向に進めた
いものです。
〇飯富病院の経営実態が明らかに
され、経営形態の変更（身延山
病院）との係わりについてプラ
ンの説明がされたが、何がメリ
ットで何がデメリットなのかが
わからないので、もう少し説明
の追加がほしいと思った。

★あの請願どうなった？
〇見出しが大きくて今回一番読ん
でみたいと思いました。
〇解りやすい文の構成だと思いま
す。

★あの一般質問、その後を追跡
〇危険箇所の改善要望は、その地
に関わる方でないと忘れがちに
なりますが、こうして「その後
を追跡」として掲載する事はと
ても良い報告だと思います。
〇写真があると場所がわかって良
いと思います。
〇明確な説明資料でよかった。

★身延町議会「ふれあい懇談会」
（新企画）

〇新企画なのでどのようなものに
なるか分かりませんが、もう少
し具体的な内容の説明があれば
よいと思います。
〇新企画、真剣に取り組む姿勢が
感じられました。
〇多勢の方の参加があればいいと
思います。

★町長行政報告
〇町政には難しい問題が山積して
いると思いますが、住みやすい
町作りに力を発揮してもらいた
いと思っています。

★身延町住みやすさアンケート、
議会広報モニター意見交換会、
全国町村議会議長会議長・副議長研修会
〇アンケートは選択式で簡単な内
容になっていて良かったと思い
ます。広報みのぶにも記載され
ていますが、身延町を知ってい
る方々に問う為に、みのワンの
ＳＮＳで発信してみたらいかが
でしょう？
〇スマートフォンを持っていない
町民も多数いる。このような町
民に対する対応策を検討すべき。
〇微力ですが議会広報モニターを
務めさせて頂きます。町民の皆
様が興味深く読んでいただける
ようお手伝いが出来たらと思い
ます。

★モニター通信
〇モニター通信、町政へのご意
見・ご要望興味深く読みました。

★おじゃまします
〇年代別の写真がとてもいいと思
います。配置もいい。編集後記
がおもしろいので苦労話などを
中心にもっと増やしたらいいと
思います。
〇身延町外からも団員が集まるの
は、素晴らしいです。関東交流
大会出場は、選手の頑張り、指
導者・保護者の皆さんのご苦労
の賜物ですね。活躍している団
体を、うまく探して紹介されて
いて元気をもらえます。
〇数多くの少年が、夢をもつと思
うので良いと思った。

★町政へのご意見・ご要望
〇これからの町づくりは、住民の
声を取り上げ、反映させること
が大事になってくると思う。今
回の議会だよりにある議員との
懇談会、ふれあい懇談会、各種
のアンケート等、それ以外にも
来庁する方のアンケート、ご意
見箱（仮）など。住民が納得す
るような町政を望みます。

モニター通信
(議会だより№79の意見・感想等)
議会広報モニターの皆様のご意見・ご
感想等を要約したものです。貴重なご
意見等を参考に、町民の皆様の「心に
伝わる」議会だよりを目指します。
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過去の議会だよりは、
こちらから閲覧できます

みのワン

第20回下部支部ゴルフ大会（９月23日・富士川カントリークラブ）

ゴルフ部下部支部では、
毎年９月末の休日に参加
者を募り、大会を開催し
ております。競技は 18H
新ペリアで行い、今年は
40 名の参加者があり、
好天のもと楽しい中にも
真剣なプレーが行われま
した。

支部長　佐野誠一
☎0556-36-1152

お問い合わせ

身延町スポーツ協会ゴルフ部下部支部

開会式

プレイ中 表彰式


